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　 この資料は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益の一 部である

機 械工業振興資金 の補助を受けて昭和54,55年 度に実施

している 「第5世 代 の電子計算機に関す る調査研究 」の中間

成 果をと りまとめ た ものであ ります。
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　 わが 国 に おけ る社会 経 済 は,資 源,エ ネル ギ ー問題 を始 め と して,国 際 的 な変 動 と,不 確 実 性

の 流 れ の なか に あ るo同 時 に,的 確 な情 報 の加 工利 用 が 重 要 視 され る情 報 化 社会 の 形成 が 指 向 さ

れ てIAるo

　 コン ピュ ー タは,わ れ わ れ の情 報 活 用 に お い てす で に 不 可 欠 な ツール とな って い るが,今 後10

年 間 には 多 くの諸 問題 を解 決 す るた め,更 に 高度 な技 術 が 要 求 され,新 たな理 論 ・技 術 に も と つ

くコ ン ビL－ 夕 ・シス テ ム実 現 が 望 ま れ るで あろ うo

　 この た め,当 協 会 で は 「第5世 代 コ ン ピ ュー タ調 査 研 究 委 員 会 」を設 置 し,1990年 代 に実

用 化 され るべ き コン ピュータ ・システ ム(第5世 代 コ ン ピ ュー タ)は どの よ うー.kもの に な るか ・ ま

た,そ の 開発 ブ 。 ジ 。ク トは どの よ うに進 め て1・ くべ きか に つ{Aて φ 調査 研 究 を・ 昭f054年 度

か ら2か 年 の予 定 で開 始 した 。

　 昭 和54年 度 は 第1'年 目と して,委 員会 の下 部 機 関 と して社 会 環 境 ・基 礎 理 論 ・ ア ー キ テ

クチ ャの3分 科 会,ワ ーキング ・グル ー プを編成 したほ か,大 学 ・研 究所 へ の研 究委 託,米 国 か ら

の外 人 講 師 招 膀 等 に よ り,1990年 の社 会 シナ リオ,技 術 シ ナ リオ を作 成 す る と と もに,第5

世代 コ ン ビ 一一 タに必 要 とさ れ る理 論 と技 術 につ い て,調 査 研 究 を行 った。

　 本 年 度 は,具 体 的 な 目標 設 定 と開 発 計 画,及 び 体 制 に つ い て 研 究 を行 う予 定 で あ る。

　 本 資料 は 中間 報 告 と して,こ れ まで の調 査研 究 成 果 の 要 旨を ま とめ た もの で あ るが,こ れ らの

報 告 内容 が 各 界 の 方 々に と って い さ さか な り と も参 考 と なれ ば 幸 い で あ る。

　 最 後 に,調 査研 究 に ご協 力 い ただ い た第5世 代 コ ン ピ ュー タ調 査 研 究 委 員 会委 員 を始 め,関 係

各 位 に厚 く御 礼 申 し上 げ る次 第 で あ る。

昭 和55年6月
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第1章 　 序 論 調 査研究 の概要

1.1　 調 査 研 究 の 目 的

　 我 が 国 の コ ン ピ ュー タ技 術 は これ ま で,常 に外 国 の コ ン ピュ ー タ技 術 に追 いつ き追 い 越 す こ と

を 目標 と して発 展 して きた。 そ し て コ ン ピ ュ ー タ 関 連 技 術 の 開 発 の 結 果,超LSI開 発 の

成 果 にみ られ る よ うに,・デ バ イス 技術 は 飛 躍的 な進歩 を遂 げ,世 界 で も トップク ラス の技 術 レベ

ル に達 した と い って よtA。 ま た,54年 度 か らは オ ペ レーテ ィ ン グ シス テ ムや 周辺 一端 末機 器 を

強化 す る プ ロ ジェ ク トが 開 始 さ れ て,そ の成 果 が期 待 され てIAるo

　 この よ うな技 術 開 発 は1980年 代 に実 現 す る第4世 代 機 種 に 向 け て の もので あ るが,ソ フ ト

ウ ェア危 機 に代 表 され る よ うに現在 の コ ン ピ ュー タの 構造 では 将 来 に行 きづ ま りが 生 ず る可 能 性 、

が 強IA・o

　 この た め,以 下 に 示 す よ うな 問題 意 識 に基 づ き・,第4世 代 機 種 の ラ イ フサ イ クル が終 わ る と想

定 さ れ る1990年 代 に実 用 化 され るべ き コ ン ピュー タ ・シス テ ム,す なわ ち第5世 代機 種 に関

す る研 究 開 発 を積 極 的 に推 進 す る必要 が あるo

　 こ の よ うな背 景 か ら,通 産 省 では1990年 を 目標 年 と して,第5世 代 機 種 の研 究 開 発 を行 う

こ と に よ り,真 の 意 味 で 世 界 を リ ー ドす る コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 技 術 の 育 成 と コ ン ピ ュ ー タ 産

業 の発 展 を 目的 とす る　 「第5世 代 コ ン ピュ ー タ開 発 プ ・ジ ェ ク ト」 を開 始 したo

　 ま ず,昭 和54～55年 度 の2か 年 では,(財)日 本情 報 処 理 開発 協 会 に おい て 第5世 代 コン ピ ュ

ー タの調査研究委員会を設置 し必要な技術研究開発課題を 明らかにす るとともに,開 発方針,開

発計画 を策定 し,開 発体制 を確立す るための基礎 的調 査研究 を行 うことを 目標 と した。

　 問題意識

　 ① ハ ー ドウ ェア に 関 す る問 題 意 識

　 半 導 体 技 術 の 目ざま しtA進 歩 に よ って,10年 後 には 数 メ ガ ビ ッ ト ・チ ップや 数 万 ～10万 ゲ

ー ト ・チ ソ プ の 実 現 も 夢 で は な く な り つ つ あ るo

　 し か し な が ら,現 在 の コ ン ピ ュ ー タ の 設 計 思 想 は,ハ ー ド ウ ェ ア ・ コ ス トが 高 く か つ あ ま り 複

雑 な こ とま で は ハ ー ドウ ェア では 実 現 で きな い とい う考 え 方 を前 提 に した もの で あ り,最 近 の技

術 進 歩 とハ ー ドウ ェ ア ・コス トの低 下 とい う新 た な要 素 を踏 まえ て,コ ン ピュ ー タ構 造 を根 本 的

に見 直 し,1990年 代 に お け る望 ま しい コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ムに 関 す る研 究 を行 う必 要 が あ

る と思 わ れ るo

　 ② 　 ソ フ トウ ェア に関 す る問 題 意 識

　 社 会 の情 報 化 が進 む につ れ コ ン ピュ ー タの果 た す役 割 は大 き くな る一 方 で あ り,ま た 要 求 され

.る機 能 も年 々高 度 化,複 雑 化 して{Aるo
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　 こ の よ う な 動 向 に 対 し,現 在 の コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム で は,ハ ー ド ウ ェ ア は で き る だ け シ ン

プル に して,応 用 分 野 の拡大 等 の機 能 に対 す る要 求 は,大 部 分 ソ・フ トウ ェア で カバ ーす る とい う

ソフ トウ ェア依 存 型 で あ る。 従 って ソフ トウ ェ アは 巨大 化 ・複雑 化 し・,また生 産 性 向上 も望 め な

い た め そ の作 成,維 持 管理 には 膨 大 な労 力 を要 す る こ とに な る。 この こ とは人 件 費 の上 昇 と も相

ま って,シ ス テ ム全 体 に 占め る ソ フ トウェ ア ・コス ・トの 割 合 を大 幅 に増 加 させ る こ とに な り・

1985年 に は80～90%を 占め る と も言 われ てIAるo

　 以 上 の よ うな問題 を解 決 す るた めに は,コ ン ビュー,タの 構 造 や 基本 思 想 及 び言 語 理 論 に ま で立

ち帰 って,1990年 代 にお け る ソ フ トウェ アの あ り方 を究 明 す る必要 が あ る と思 わ れ るo.

　 ③　 基 礎 理 論 に関 す る問題 意 識

　 1990年 代 に要 求 され る コン ピュー タ ・シス テ ム技 術 を 想定 す る と き,自 然 言 語 の 解 析,知

識情 報 処 理,学 習 や 推論 の メ カニ ズ ムの研 究,或 い は ブ ・グ ラ ミン グ言 語 の研 究 な ど,現 時 点 で

は 基礎 的研 究段 階 に あ る理 論 が,将 来 は情 報 処 理 の 分 野 に 大 きな イ ンパ ク トを与 え る技 術 と な る

こ とが 予 想 さ れ る。 この よ うな基 礎 理 論 研 究 に着 目 し,新 た な概 念 の導 入 や 研 究 成果 の 実 用 化 に

よ り,コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム技術 の新 た な展 開 を は か る と と もに,そ の結 果,さ らに必 要 とな

る基 礎 的 研 究 課 題 を明 確 に して研 究 開発 の 進展 をは か る必 要 が あ る と思 わ れ るo

　 ④ 　社 会 ニー ズ に関 す る 問題 意 識

　 今 後10年 間 に コ ン ピュ ー タ を と りま く政 治,経 済,産 業 構 造,社 会 生 活 は 大 き く変 化 す る も

の と予 想 され,コ ン ピュー タ の利 用 分野 も急速 に しか も高範 囲 に 拡 大 して い くもの と考 え られ るo

　 従 って1990年 代 の社 会 を可 能 な限 り正 確 に展 望 し,そ の 中 で情 報 処 理 分 野 に対 す る ニ ー ズ

及 び解 決 すべ き問題 事 項,コ ン ピュー タ ・シス テ ム技 術 に対 す る要 求 条 件 を分 析 す る こ とに よ り,

利 用 者 サ イ ドか らみ て1990年 代 に お'いて望 ま しtAコ ン ピュ ー タ ・シス テ ムを検 討 す る必 要 が

あ るo

1.2　 調 査 研 究 の 進 め 方

　前 節 で述 べ た よ うに,第5世 代 コ ン ビ=・一一 タの あ り方 を考 え る には,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ

ェ アの動 向 のみ な らず,基 礎 理 論,社 会 ニ ー ズ の面 か らの裏 づ け,要 求 を検 討 す る こ とが 重 要 で

あ る。 この よ うな こ とか ら,本 調 査 研 究 は,コ ン ピ ュー タ ・ア ー キテ ク チ ャの専 門家 ば か りで は

な く,基 礎 的 な理 論 の研 究 者 や,数 学,言 語学,未 来 学,社 会 学 等 広 範 な分 野 の学 識 経 験 者 お よ

び,先 進 的 な ユ ーザ も含 め た学 際 的 な 調 査研 究 委 員 会 を設 置 して行 うこ と と した 。

φ

1.2.1　 調査 研 究 の年 度 別 目標

　(1)　初 年 度 の 目標

　 　 D　 これ ま で の コ ン ピュー タ技 術 の発 展 経 過 及 び社 会 環 境 の 変 化 の過 程 を調 査 し,現 時 点 に

　お け る問 題 点 を検 討 した うえ で,今 後 の 技術 進歩 ・ 社 会 環 境 の変 化 を予 測 し・ 社 会 シナ リオ ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　-2,一
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技 術 シナ リオ を作 成 す る。

　 iD知 識情 報 処理 な ど,現 在 研 究 され てIAる 基礎 理 論 が将 来 の コ ン ピュー タ技 術 に与 え る イ

ンパク トを調査 い 新概 念 として導入 す る場合 の問題点及び今後 の研 究課題 を明確にする・

・iD社 会 シナ ・オ,揃 シナ 恒 及 び 基 難 論 か らの綱 念 を も と に ・1990年 の情 報 処

理 シナ リオ を作 成 す るo

iv)、99・ 年 の情 鞭 理 シナ リオ を も とに して・第 ・世代 ・ ン ピー 一 ・の イ メ ー ジ(開 発

目標)を 設 定 す るo　 .

(2)第2年 度 の 目標

　 i)目 標達成 のための研究開発課題 を展開 して より明確 にす る。

　 の 研究開発課題 に対 し開発手 順,開 発時期,開 発規模 な ど,研 究開発についての シナ リオ

を作 成 す る。

　 iiD　開発 の基本方針 及び開発体制 を決定 し開発計画 を策定 す るo

1.22　 調 査研 究の体制

　第5世 代 コンピュータ調査研究委員会は,本 委員会のもとに

　①　社会環境 条件研究 分科会

②　基礎理論研究分科会

③ 　 ア ー キテ ク チ ャ研 究 分科 会

の3分 科 会 を設 置 し,さ ら噂 細 な研 究 テ ー マ ご とに5つ の ・一 キ ン グ ・グノv－ プ を設 髄 。 こ

れ らの委 員会に鮒 る調 査研知 加 えて,外 部機関 に対 する委 託の調査研究 も行 ・た・第5世 代

コ ン ビ=一 夕調 査 研 究 プ ・ ジェ ク トの 全 体 の 調 査研 究 の体 制は,図1.1に 示 す と お りであ る。
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図L1　 第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ 調 査 研 究 体 制 図 　(昭 和54年 度)
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1.2.3　 各委 員 会 活 動 に お け る今 年 度 の 検 討範 囲

　 (1)　社 会環 境 条件 研 究 分科 会(S分 科会)に よる検 討

　 S分 科 会 の検 討 要 件 は,前 節 で述 べ た 社会 ニ ー ズに対 す る問 題 意 識 を受 け,1990年 代 の 社

会 シナ リオ をえ が き,利 用 者 サ イ ドか らみ た,将 来 の望 ま しい コ ン ピュー タ ・シス テ ムの あ り方

を 示 す こ とで あ るo

　 (2)　基 礎理 論 研 究 分 科 会(T分 科 会)に よ る検 討

　 T分 科 会 の検 討 要件 は,前 節 で述 べ た ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェア に対 す る問 題 を,基 礎 理 論

に関 す る問 題意 識 の立 場 で検 討 す る こ とに よ り,基 礎 的 な理 論 研 究 と新 しい ハ ー ドウェ ア,ソ フ

トウ ェア技 術 の 流 れ か ら,新 た な概 念 が 加 味 され た コ ン ピュー タ ・シス テ ムの イ メー ジの導 出 を

試 み る こ とで あ るo

　 (3)　 ア ー キ テ ク チ ャ研 究 分 科 会(A分 科会)に よる検 討

　 A分 科 会 の検 討要 件 は,前 節 で述 べ た ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアに 関 す る問題 意 識 を受 け,

1990年 代 に用tAら れ る で あ ろ う最 先端 の デバ イス技 術,お よび将 来 の コン ピュ ー タ ・ア ー キ

テ ク チ ャ を支 え る各 種 の最 新 技 術 を検 討 す る こ とに よ り、1990年 代 の コン ピュ ー タ技 術 シ ナ

リオ を 明確 化 し,将 来 の新 しtAコ ン ピュ ー タ ・イ メ ー ジを えが き出 す こ とで あ るo

　 (4)　 ワー キ ング ・グル ー プに よる検 討

　 以 下 の5ワ ー キ ング ・グル ー プに よる個 別 テ ー マの調 査 研 究 を行 った。

　 　 ① 　 デバ イス技 術 予 測 　 ノ

　 　 ② 　 自然 言 語処 理

　 　 ③ 知 識 ベース ・システム

　 　 ④ 　 ソフ トウ ェア工 学

　 　 ⑤ 　 マ シ ンの理 論

　 (5)　 調 査研 究 の委 託

　 以 下 の7テ ー マに 関 し,外 部 機 関 に調 査研 究 を委 託 した 。

　 　 ① 　 ユー ザ援 助 情報 シス テ ムに 関 す る調 査

　 　 ② 　計 算 機 の 適 応 お よび 学 習機 能 に関 す る調 査 研 究

　 　 ③ 　 デ ー タベ ース マ シ ン ・ア ー キテ ク チ ャの調 査 研 究

　 　 　 　 設計 仕 様 処 理 に お け る要 求 工学 技 術 の調査 研 究

　 　 ④　 仕様 記 述,並 列 プ ロセス の理 論

　 　 ⑤ 　機 械 翻 訳

　 　 ⑥ 　 海 外技 術 調 査,海 外 講 師 に よる セ ミナ ー　 他

　 　 ⑦ 　 第5世 代 コ ン ピ ュー タ研 究 開発 の進 め方(R&D手 法)の 研 究
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　(6)本 委員会 に よる検討

　本委 員会の役 目は,各 分科会活動等 の方針設定,各 分科会活動 の調整,各 分科会活動結果 の調

整,目 標 設定 のための議論等,第5世 代調査研 究 プロジェク トの全体 の活動 に関す る承認,調 整

機関 で あるo
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1.3　 調 査研 究 結 果 の 概 要

　 本 調査 研 究 に於 て は,1990年 代 に 至 る社 会 的 国 際的 外 部 環 境 の 変化 と,そ れ に も'とつ く情

報 処 理 機 能 に対 す る要 請 を トップダ ウン的 に設 定 す る と同 時 に,現 在 の コ ン ピ ュー タ シス テ ムに

於 け る問題 点 を整 理 し,素 子,ハ ー ドウエアお よび応用 技 術 等 の現 状 とそ の 発展 動 向 か らそ れ ら

の 問題 点 の解 決策 を分析 し,高 次 目標 に 向 け研 究 開 発 を行 うべ き テー マを ボ トムア ップに 設 定 し

両 者 の整 合 調 整 の上 で90年 代 に 実現 され るべ き コ ン ビ=一 夕 ・システムの イ メー ジを創成 し例示

した。

(1)外 部環 境 の 変化 と情報 処理 機 能 に対す る要 請

　 　 情 報 処 理 シ ステ ムは 社会 ・経済 ・産業 ・学 術 ・行 政 ・国 際 ・教 育 ・文 化 ・生 活等 の あ ら ゆる

　 社会 活 動 に お け る ツー ル で あ り,そ の環 境 変化 に よる新 た な ニー ズ に追 従 して ゆ くこ とが 要 求

　 され る と と もに,そ の 機 能 を 有効 に 活 用す る こ とに よって 予 想 し得 る 社 会的 ボ トル ネ ック を回

　 遷 し,よ り望 ま しい 方 向へ 進 展 せ しめ る積 極 的 な人 間 の協 力 者 と して の役 割 を果 させ る こ と も

　 可 能 とな る。

　 　今 後1990年 代 に む か って 予想 し得 る幾 つ かの 国 際 的 ・社 会 的 環 境 変化 に対 す る 情報 処 理

　 シス テム へ の期 待 と しては以 下 の よ うな もの が あろ う。

　 ① 低生 産性 分 野 の生 産 性 向上

　 　 　我 国 にお け る過 去30余 年 の 主 要 産業 分野 の急 成 長 の蔭 に,依 然 と して取 り残 さ れ た 多 く

　 　の 低 生 産 性 分 野が 存 在 し,大 き な不均 衡 が生 じてい る。 例 え ば 農業,漁 業,流 通 業,公 共 サ

　 　ー ビス な どの 分野 は,第2次 産業 に比 べ 著 しve低 生 産性 分 野 と言 え る。 農 業,漁 業 等 の 第1

　 　次 産業 分野 は我 国 の 食糧 自給 率 の 向上 や 可住 地面 積の 拡大 等 の た あに も工 業 化 に よる生 産性

　 　の 向 上 が 必須 で あ る。 また 流 通 業 の 前近 代 的 な非合 理 性 が 我 国 の 消費 者 経 済上 の大 きな ネ ッ

　 　 ク と な って お り,情 報 処理 シス テ ムの 今 後 の 大 きな活 動 の場 とされ て い る。

　 　 　行 政 や公 共 サー ビスを 含 む 企画 ・調 査 ・事 務 処理 業 務 は,近 年 の 業 務 量 の 増 大 と と もに 低

　 　生 産性 が 目立 つ 分野 で あ り,今 後 の 社 会 活 動 の 中の 大 き な ウ ェイ トを 占め る第3次 産業 と と

　 　 もに 大 巾な生 産性 向 上 に よ る コス トダ ウ ンが 望 まれ てお り,オ フィス ・オ ー トメーシ ョン に 代

　 　表 され る情 報 処 理 シス テ ムへ の 期 待 は 大 きい。 例 え ば 以 下 の よ うな要 素 が あげ られ る。

　 　 1)文 書,図 形 な どを 含 む不 定形 デー タの扱 い を容 易 とす る処理

　 　 2)日 本語 の 自在な 扱 い を 可 能 とす る 日本 型 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン

　 　 3)窓 口業 務 お よび サ ー ビス事 務 の オ ン ラ イ ン化 に よ る効 率 向上 と処理 の 迅速}k

　 　 4)流 通 情報 の即 応 化 と流 通 制 御 シス テ ムの実 現 に よる コス ト低 減

　 　 5)各 種 デ ー タベ ー ス を含 む有 効性 の高ve意 志 決定 シス テ ムの 実 現 に よる企 画 調 査 業 務 の高

　 　 　 　度 化
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　 6)音 声 認識 や 自然 語 解 釈 等 の人 工 知 能技 術 に支 え られ た マ ン マ シ ン ・・イン タフェース の改

　 　 　 善

　 7)音 声 ・画像 ・デー タ等 の各 種 メデ ィアの統合 通 信 を可能 とす る実 用 網 の大 衆 化

② 国際競 争 力の 確保 と国 際協 調

　 　 狭 い国土 と,米 ・国 の 約40倍 の 平 地 入 口密 度 を持 つ 我国 は,食 糧 の完 全 自給 す ら不 可 能 で

　 あ り,ま して エ ネル ギー 自給 率15%,石 油 自給 率0.3%の 超 資源 小 国 で あ る。

　 　 一 方,高 学歴 で勤 勉 な 良質 か つ 豊 富 な労働 力お よび人 的 資 源 は我 国 の 貴 重 な財 産 であ り,

　 これ を活 かす こ とに よ り今 後 我 国 で は 情報 自体 を食 糧 内 至 エ ネ ル ギー に 匹 敵 す る新 しい 資 源

　 とみ な し,こ れ ら情報 の 自在 な処 理 を 可 能 とす る知 識 集約 産業 に 重点 を置 くべ きで あ ろ う。

　 　 一 方 国 際的 な貿易 経 済 摩擦 に 対処 す る国 際水平 分業 的 な観 点 か らも,実 用化,普 帰 化 した

　 工 業 製品 は,開 発途 上 国 に譲 り,我 国 は 先 導 的 な 付 加 価 値 の 高 い知 識集 約 産業 に重 点 を移

　 し,国 際 協 調 を はか って ゆか ざる を得 な い であ ろ う。

　 　 高 付 加 価 値 製 品の 例 と して は以 下 の よ うな もの が あ げ られ る。

　 1)カ メ ラ,乗 用 車,時 計,各 種 の 制 御機 器,精 密 機 器 等へ の マ イ ク ロプ ロセ ンサの 内 蔵 に

　 　 よる高付 加価 値 化

　 2)高 度の パ ッケー ジ ソフ トウ ェア

　 3)　 自動 翻 訳機 能 に よ り国 際的 に通 用 す る 各 種 デ ー タベ ース

　 4)CAD技 術

　 5)知 能 ロボ ッ ト等

　 　 一 方 我国 の コ ン ピ ュー タ技 術 は,従 来 そ の理 想 に反 して,米 国IBMの 技 術 の 模 倣 と追 従

　 の 上 に成 立 って いた と言 って も過 言 で は な い。 世 界第2の コン ピュー タ先 進 国 とな っ た現 在

　 今 後 更 に同 じ路 線 を踏 襲 す る こ とは もは や許 さ れ ず.独 自の構 想 に よる新 しい技術 の 開発 を

　 通 して世 界 を リー ドす る 責務 が あろ う。

③ 省 エ ネ ル ギー,省 資 源 問題 の 解 決 へ の 援 助

　 　 今 世 紀 末 の 世 界最 大 課題 の1つ は省 エ ネル ギー お よび省 資源 問 題 で あ る。・これ の 解決 に は

　 現 在路 線 の 延 長 と して更 に一 層 省 エ ネ ル ギー あ る いは 省資 源 対策 を はか る と同時 に,よ り積

　 極 的 に新 資源 を開拓 す る ことが 要 請 され る。

　 　 省 エネ ル ギー を効 果 的 に 実現 す る に は 産業 構 造 の 転 換 が 必 要 で あ り,資 源 ・エネル ギー 消

　 費 型 の 産業 か ら,非 消費 型 に 重心 を移 す 事 も要 求 され る。 情 報 産業 ある い は知 識 集 約 産 業 な

　 どは非 消費 型 の典 型 と言 え る。

　 　 省 エ ネル ギー お よび省 資 源 問題 に 対 す る情 報 処 理 シス テ ムの 貢 献 は,やS消 極 的 なが ら以

　 下の よ うな要 素 が考 え られ よ う。

　 1)CAD/CAMの 実 現'に よる 製 造 エネル ギーの 節 約
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　 2)エ ネ ル ギー 消費 の 最 少化,最 適化 制 御

　 3)各 種 工 業 製品 へ の エ レク ト・ニ クス 技 術 の 埋 め込 み に よ る 製 品の 損 傷 検 出,自 動 修 復 な

　 　 ど に よる 製品 寿 命 の 延 長

　 4)オ ン ライ ン シス テ ム化,電 子 光 学 的 記 録 保持,ソ フ トコ ピー の 活 用等 に よ る印 刷 物 の減

　 　 少 に よる 省 資源 化

　 5)情 報 通 信機 能 の 充実 に よる人 の 移 動 の減 少に よる省 エ ネ ル ギー 効 果

　 6)原 子 力,地 熱,太 陽 熱等 に よ る新 エ ネル ギー 発 電 の コ ン ト ロー ル

　 7)コ ン ビナー ト等 の エ ネ ル ギー再 循 環 ・再 使 用 の制 御

　 8)新 エネ ル ギ ー源 開発 の シ ミ ュレー シs.ン 実 験

④ 　 高 令化 社 会

　 　 1990年 に は65才 以 上 の 高令者 が入 口の12%以 上 を 占め る と言 わ れ る。 高 令化 か ら

　 派 生 す る 問題 と して 医 療費 の 増 加,福 祉 負 担 の増 加 等 は不 可 避 で ある。 した が って 医 療 関連

　 の 情報 処 理 シス テ ムの充 実 や,高 令者 パ ワーの 活用 を促 進 す る生 涯教 育 の ツー ル な どの 開発

　 が 求 め られ,例 え ば以 下 の よ うな応 用 が 考 え られ る。

　 1)医 療事 務 の機 械 化,検 査 の 自動 化,病 院 リソー ス 管 理 の 自動 化 等 に よる 省 力化

　 2)予 防 医学 の 充 実 の ため の ツー ル と して,自 動 健 診 シス テ ム,遠 隔 健 診 シス テ ム等 の 開発

　 　 と,ホ ー ムコ ン ピ ュー タに よる 家庭 に おけ る健康 管理 や コ ン ピ ュー タ連 動 の 健 康 機 器,医

　 　 療 相 談 な どの 情報 サ ー ビス の充 実

　 3)医 師 の 補 助 と して の 自動 診断 シス テ ムの 開発

　 4)身 体 不 自由 者の 活動 支 援 と して車椅 子,電 子 義 肢 な どの マ イ ク ロプ ロセ ッサ制 御 に よる

　 　 高 機 能 化

　 5)高 令者 の 生 涯 教 育の た め の 広域CAIシ ス テ ムの充 実

　 6)在 宅 作業 可能 な デ ー タベ ース や ソフ ト ウ ェアの 作成 ツー ル

⑤.社 会 の 情 報 化 と人 間 との共 存

　 　 企業 燗 接 部 門 の生 産性 が 問題 とされ る と同 様 に・ 社 会 生 活 の 中に 於 て も,そ の桃 を合

　理 化.生 産 性 を向 上 す る 事 に よ り,大 きな効 果 を もた らす と予 想 され る 幾 つ か の 局 面 が あ る。

　 社 会 情報 処 理 シス テ ムは そ の解 決 策 と考 え られ,1990年 代 に お け る 重要 な要 素 とな ろ う。

　 　例 え ば以 下 の よ うな応 用 分 野 が あげ られ る。

　 1)医 療

　 2)交 通

　 3)教 育

　 4)流 通

　 5)電 気 ・ガ ス ・水道 等 の ユーテ ィ リテ ィ制 御
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　 　 6)ご み処理 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "

　 　 7)防 災 ・防 犯

　 　 これ らの 社会 シス テ ムの基 本 フ ァ シ リテ ィと して情 報 処 理 と通 信 の 融合 に よる イ ン フ ォー メ

　 ー シ ョン ・ユー テ ィ リテ ィ(IU)が 有 用 と考 え られ る。

　 　 一 方 社 会 生活 へ の急 激 な新 技 術 の 適 用 は経 済 性 ・効率 性 ・省 力化 等 の メ リ ッ トと共 に,人 間

　 との 融 和 性 を欠 くこ とに よる精 神 的 不 安 を 含 めた デ メ リ ッ トも生 じ易 い。 これ に対 す る防御 ・

　 回避 の 充 分 な手 だ て も併せ て検 討 して ゆ く必 要 が あ る。 例 え ば以 下 の よ うな要 素 が 考 え られ る。

　 　 1)コ ン ピュー タに よる 設 計 建 造物 の安 全性 を確 認 す るた めの ソ フ トウ エアの 評 価 手 法 と評

　 　 　 価 基 準の 確 立

　 　 2)不 正確 な情 報 の 氾 濫 を防 ぐた め の 情 報 サー ビス に お け る 情報 源 の チ エソク機 構 と,デ ー

　 　 　 タ ベー ス の デ ー タの 信 頼 性 の 評 価

　 　 3)企 業 シス テ ムや 社会 シス テ ムに於 て処 理の 信 頼性 お よび 不 正 使 用 や犯 罪 防 止機 能 の内 蔵

　 　 　の 有無,機 密 保 護機 構 プ ライバ シー保 護 機 構 の 完 全度 等 を チ ェック し監 査 す る シ ス テ ム

　 　 　 監査 機 構 の充 備

　 　 4)情 報 化 ア セ ス メ ン ト機 構 の 確 立

　 　 5)国 際情 報 流 通 に ともな う国 家 プ ライバ シー 問題 調 整 の た めの 国 際 的 ルー ル の 確 立

(2)情 報 処理 機 能 に対 す る基本 的要 求

　 　以 上,今 後1990年 代 に か け て 社会 的 ボ トル ネ ック とな る事 が 予想 され る諸 要 素 の 中 で,

　情 報 処 理 技術 に よる 貢 献 が比 較 的 明確 な もの の 幾つ か を例 示 したが,こ れ らを 総 括 し,且 つ

　現 在 の コ ン ピ ュー タ に於 い て は不 充 分 な基 本 的 要 求 を抽 出す る と以 下 の よ うに な ろ う。

　① 各 種 の 形 態 の 情報 に対 し即 時 の 接 近 を 可能 とす る こ と。 実 社 会 に於 い て人 間 が 接 触 し得 る

　 　 情報 の種類,量,形 態 に比 較 し,情 報 処 理 シス テム を通 して 我 々 が入 手 し得 る情 報 の 制 約 は

　 　 あ ま りに も厳 しい。 今後 この差 異 を縮 少 し,よ り大 量 の,よ り多彩 な情 報 への 即時 の 接 近 を

　 　容 易に す る とと もに,特 に実 社 会 に於 い て 多発 す る漠 然 と した要 求 を,明 確 な形の 要 求 に 顕

　 　在 化 す る新 しい技 術 の導 入 も必要 不 可 欠 で あ る。

　 　 　要 求 仕様,CAD,意 志 決 定 サ ポー トシ ス テ ム等 の 非 定型 業務 は,こ れ らの要 求 に もとつ

　 　 く ものの例 で あ る。

　② 未 知 の 状況 を凝 似 的に 作 り出す大 規 模 シ ミ ュ レー シ ョン に よ り,新 しい知 見 を 獲 得 し得 る

　 　 こ と。

　 　 　科 学技 術,工 学,経 営,行 政,社 会 等 多様 な 分野 にお け る大 規 模 シ ミュレー シ ョン に よっ

　 　て,未 知 の 状 況 に 対 す る知 見 を獲 得 す る事 が 期 待 され る。 超 高速 コ ン ピュー タの 実 現 に よ り

　 　従 来不 可 能 で あ った 充分 な シ ミ ュ レー シ ョ ン効 果 を発 揮 し得 る事 とな ろ う。

　③ コ ン ピ ュー タの イ ンテ リジ ェンス を高 め,人 間 の 良 き協 力者 と しての 親 和 性 を高 め る。
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●

　 　 　人 間 ¢)5感 は,そ れ か ら得 られ た 情報 を理 解 す る知識 に 裏 付 け され て 初 め てそ の機 能 を果

　 ・たす 。 コ ン ピ ュー タの イ ン テ リジ ェンス を高 め,人 間 の よ り良 き協 力 者 と して親 和 性 を高 め

　 　 るに は,何 等 か の 方法 に よ り各 々 の応 用 分野 に 関 す る知 識 とそれ を活 用 す る術 を コン ビ ュー

　 　 タに 付 興 す る事 が 必 要 不 可 欠 で あ り,併 せ て,連 想機 能,推 論機 能,学 習 機 能 な ど も欠 くこ

　 　 とが 出来 な い。

　 　 　 マ'ツ マ シ ン ・イ ン タ フ ェース の改 善,音 声 ・図 形 ・画 像 ・物 体 等 の パ ター ン認識,自 然

　 　語 理 解,知 識 ベー ス等 は,こ れ らの要 求 に基 づ く もの で ある 。

　④ 人 間 の代 替 と未 知 の 能 力 の開 発 。

　 　 　省 エ ネル ギー,高 令 化 社 会 等の 環 境 変化 に つれ て,人 間 と コ ン ピ ュー タの より良 い 負荷 分

　 　担 を 全 うす る為 に,各 々の特 質 を再 検 討 す る こ とが 要 請 され よ う。 従 来 の コ ン ピュー タ制 御

　 　 の概 念 は,知 能 ロ ボ ッ トや 知 識情 報 処理 シス テ ムの 実現 に よ り大 き く拡 大 され,あ る 面 で は

　 　 人 間 以 上 の 業 務 能力 を 持 つ これ らの ツー ルと最適 分担 を行 う事 に よ り,新 しい未 知 の 能 力 の

　 　 開 発 が 可 能 となろ う。

(3)今 後 研 究 開発 を 推 進 す べ ぎテ ーマ

　 　 第5世 代 コ ン ピ ュー タ に 向か って 技 術 的 シー ズ と して 今後 研 究 開 発 を推 進 す べ き主 た る テー

　 マ と しては,下 記 の よ うな もの が考 え られ る。

　 ① 　 素子 技 術

　 　 　 VLSIの 設 計 の 自動 化 及 び テ ス ト技 術 を含 め,高 性 能 プ ロセ ッサへ のVLSIの 導入 方

　 　 式,及 び シ リコ ン半 導 体 素子 の 限 界 を カバ ー し得 る と予 想 さ れ る化合 物 半 導 体,ジ ョセ ブ ソ

　 　 ン接 合 素子 等 新 しい素 子 の 実 用化 研 究。

　 ② アー キテ ク チ ャ及 び 高 性 能 プ ロセ ッサ

　 　 　 非 ノ イ マ ン型 ア ー キ デ ク チ ャ を持 つ デー タフ ロ ー.マ シ ン,連 想 機能 及 び推 論 機 能 等 の

　 　 要 素 も含 む デ 一 夕ベ ーズ ・マ シ ン,大 規 模 シ ミュレー シ ョンや 超 高 速 計 算 の為 の 超 高 性 能

　 　 マ・シ ン(1～10G　 FLOPS程 度),並 列処 理機 構,ワ ン レベ ル ス トア機 構,ス タ ック ・

　 　 ハ ッシ ュ機 構 等 を持 つ 新 ア ドレス 方 式 マ叩シ ン な ど,新 しい ア ー キテ ク チ ャ及 び高 性 能 の プ

　 　 ロ セ ッサの 研 究開 発。

　 ③ 機 能 分散 シス テ ム

　 　 　 高 級言 語 プ ・セ ッサ,デ ー タベースパ マ シ ン,連 想 プ ロセ ッサ,記 憶 階 層 制 御 プ ロセ ッサ

　 　 画像 処理 プ ロ セ ッサ等,各 種 の特 殊 機 能 プ ロセ ッサ とそ の複 合 体 に よる シス テ ムの 実 現 。

　 ④ シス テ ム化 技術

　 　 　 ハ ー ドウ エア,ソ フ トウ ェア,フ ァー ム ウ ェア の最 適 負 荷 分 担 を含 む モ ジ ュー ル要 素の 自

　 　 動 合成 及 び最 適 化 ア ー キ ラク チ ャの 実 現 等,シ ス テ ム化 技 術 の 高 度 化 と 自動 化率 の 向上 。

　 ⑤ ネ ッ トワ]ク ・アー キ テ ク チ ャ
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　 　 通 信 と情報 処理 の 融合 の 象 徴 的 技 術 と して,ま た 今 後 の 国 際 的 情 報 化 の ツー ル と して国 際

　 標 準 化 の推進 を 含 む汎 用的 ネ ソ トワー ク ・アー キ テ ク チ ャの 開 発。

⑥ オ フ ィス ・オー トメー シ ョン

　 　 低生 産性 の 解決 を迫 られ て い る オ フ ィスの 各 種 業 務 の 自動 化 に よる 省 力 化 と,知 的 作業環

　 境の 実現 に よる専 門 職,研 究 者,管 理 者 等の 業 務 の 高 度 化 と効 率 化。

⑦CAD/CAM/CAE

　 　 VLSIの 製造 を含 む 諸 工業 の 一 貫性 あるCAD/CAMシ ス テ ムの 実 現及 び,要 求 仕様 段

　 階 か ら生 産段階 に わ た る コ ン ピ ュー タ支 援 に よる エ ン ジ ニア リン グ。

⑧ 人工 知 能 技 術の 実 用 化

　 　 マツ マ シ ン ・イ ン タ フ ェー ス改 善 の為 の 音 声 ・画 像 ・図 形 ・物 体 等 の パ ター ン認識 技 術

　 の実 用 化,あ るいは 知 識 ベー ス,連 想 機 能,推 論 機 能,学 習機 能 等の 実 現 に よる 自然 語処 理

　 自動 翻 訳,コ ンサル タン ト・シス テ ム等 の 実用 化。

⑨ ソ フ トウ エア工 学

　 　 現 在 の コ ン ピュー タ産 業 の 一 大 弱点 で ある ソ フ ト ウ エア は,今 後 ハー ドウ エア を始 め,他

　 の技 術 要 素の 発展 か らの貢 献 に よ り若 干 の進 歩が 期 待 され る が,基 本 的 に は,ソ フ トウ ェア

　 技 術 自体 の改 善 に よ らね ば な らな い。 要 求 仕様 工 学,モ ジ ュー ル化 技 術,プ ・グ ラム 自動 合

　 成,構 造的 プ ・グ ラ ミン グ,デ ー タ抽 象 化,新 プ ログ ラ ミン グ言 語等 総 合 的 な ソ フ トウ エア

　 工 学 の強 力 な研究 開 発 推進 が 必 要 不 可欠 で あ る。

⑩ デー タベー ス技 術

　 　 1990年 代 の代 表 的 技 術 で あ り,従 来路 線 の 延 長 と して のANSI/SPARCの3層 モ

　 デ ル,リ レー シ ョナ ル ・デ ー タベ ー ス の実 現 等 とい う問題 以 上 に,デ ー タベー ス像 の 拡大 に

　 よる 新 しい要 素,例 え ば 意 志決 定者 の 直接 の ツー ル と して 自然 語 解 釈,推 論機 能,連 想 機能

　 等,人 工 知能 技 術 との 連 係,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 基 本 要 素 とし ての アナ ログ デー

　 タ とデ ィ ジタル デー タの 統合 デ ー タ ベー ス,あ る いは通 信 との 統 合 に よ る 分散 型 デー タベー

　 ス 処 理 系,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアお よび応 用 技 術 の 統 合 技術 成 果 と して の デ ー タベ

　 ー ス シス テ ムが要 求 され よ う。

⑪ 知 能 ・ポ ッ ト

　 　 オフィス ・オー トメー シ ョン,CAE　 等の1要 素 と して,人 間 の 目,耳,口 に相 当す る セン

　 サ ー 機 能,表 示 機 能 及 び移 動,環 境認 識 等 の 可 能 なオ フィス ・ロボ ッ ト,あ るいは 作業 ・ポ

　 ッ ト等の 知 能 ロボ ッ トの 開発。

⑫ 高 信 頼 化,機 密保 護 機 能

　 　 今 後,各 種 シス テ ムの複 雑 化.巨 大 化の 傾 向 が更 に強 ま り且 つ,コ ン ピ ュー タの 社 会 生活

　 機 構 への 浸透 度 が 深 ま る につ れ,シ ス テ ムの 高 信頼 性 に対 す る 要請 は益 々増大 す る。
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■

　 　 　一 方.今 後社 会 的 ユ ー テ ィ リテ ィと して大 き く期 待 さ れ る 各 種 の 社 会 システ ムに於 い て

　 　 は 特 に 機密 保護 機 能 に対 す る要求 が切 実 と なる。

(4)第'5世 代 コ ン ゼ ユ 一 夕の イ メー ジ

　 　 第5世 代 コ ン ピ ュー タは 以 上 述 べ た よ うな社 会 的 ニー ズ と,技 術 進 歩 の 必然 性 に基 づ くシー

　 ズ の両 者 の 整 合 に よ り以 下 の 様 な幾 つか の側 面を 持 つ こ とが 予 想 さ れ る。

　 ① 超 高速 処 理 用 の マ ーシ ン か ら 各 種の特 殊機能 プ ロセ ッサ,ア プ リケ ー シ ・ン専 用 プ ロセ ッ

　 　 サ,パ ー ソナ ル コン ピュー タ,埋 め 込 み 型 コ ン ピ ュー タ等 に至 る多様 な機 能,種 類,レ ベ ル

　 　 が 存在 す る こ とに な ろ う。

　 ② 従 来 の超 汎 用 性 指 向 が 弱 ま り特 殊 化,専 用 化 傾 向 が 表 われ る。

　 ③ 非 ノ イ マ ン型 ア ー キテ ク チ ャに重 点 を置 いた シス テ ムの 比 重 が 増 大 す る。

　 ④ 個 々の ミク ・な新 アー キテ ク チ ャの 重 要性 とと もに複 数 の プ ロセ ッサや ハー ドウ ェア,ソ

　 　 フ トウ ェア,フ ァー ム ウ エア の各 種 モ ジ ュー ル要 素 の 組 み合 わせ に よる複 合 シス テ ムが 多 用

　 　 さ れ,シ ステム ・アー キ テク チ ャの 重 要性 が 増大 す る。

　 これ らの要 素 に基 づ く第5世 代 コ ン ピ ュー タ シス テ ム ・イ メー ジの例 を 示す。 これ は,非 ノイ

マ ン型 ア ー キ テ ク チ ャ と知 識 情 報 処 理 の 実現 の可 能性 を ベ ー ス と した シス テ ムで あ り,仮 に 「知

識 情 報 処 理 シス テ ム」 と 名付 け る。 シ ステ ムの イ メー ジは以 下 の とお りで ある。

　 知 識 情報 処 理 シ ス テ ムの 基 本 的 な機 能要 素 は,高 度 な 人 間機 械 の イ ン'ダ フ エ ース と問 題 解 決

能 力 の二 つ で ある。

　 人 間 と機 械 の イ ン ダ フ ェ ーース につ いて は 自然 語,図 形,画 像,手 書 き文 字,音 声 等 に よる 自

然 な 形 態 で の総 ての 入 力が 会 話 的 に行 なわ れ る こ とが必 要 で ある。 特 に 重要 な点 は,シ ス テ ムが

そ れ らの 情報 か ら 「意味 」 を くみ とる能 力を 持 つ こ とで あ り,更 に質 問 へ の 回 答,助 言,要 約的

な 回 答 等 真 に 知 的 な会 話 能 力 を持 つ事 が期 待 さ れ る。

　 一 方,要 求 を適 切 に実 現 す る に は,　 「問 題 解 決機 能 」が 必要 不 可 欠 で あ る。 こ こで,　 「問題 」

につ いて の 人 間 と計 算機 の 相 互の 了 解 が重要 に な る。 計 算 機 は人 間 の理 解 に合 わ せ た 形 で 問題 を

理 解 してい か なけ れ ば な らな い。 これ は,問 題領 域 に つ い て シス テ ムが 「知 識 」 を有 して い る こ

とに他 な らな い。 この よ うな相互 了 解 は,人 間 と計 算機 の 協 調 の基 礎 で ある。

　 しか しな が ら,こ の よ うな シ ス,テムで も,高 次の 問題 解 決 には 人 間 の 新 たな 指示 が 必要 で あ り

そ れぞ れ の 問題 領 域 に つ い て の新 た な知 識 を獲 得 追 加 して 吟 く機 能 も重 要 で ある。 一 つは,統 合

性 の 問題 で,既 存 の 知識 に 矛 盾 な く融合 して 組 み 入 れ る 問 題 で あ る。 第 二 は デ ー タの集 合 か ら法

則性 を発 見 して い く 「帰 納 的推 論 」 の 問題 で ある。これ らは 学 習 の問題 とも 言 え る。

　 この ような機能 を 実 現 す る システムの 概 念上 の構 成 を ・図1.2に 示 す 。 こ れ に つ い て,ソ フ ト

ウ エア的,ハ ー ドウ エア 的 要 件 を 考 え てみ る。

　 処 理 の 内 容 と しては 高度 の非数 値(記 号)処 理が 要 求 され る。 ま た 「学 習」,　 「推 論」 等 の機
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能 の 実 現 に は,非 決定 的 な ア ルゴ リズ ム が本 質 的 にな る。 これ を 効率 的 に実 行 す る に は ハー ドウ

エアの助 け も必要 で あ るが ,ソ フ トウ エアの 構 造 ・品 質 に も大 き く依 存す る。 こ の為 の 技 法 は,

ソ フ トウ エア工 学 の分 野 で 生 まれ つ つ あ る。 一 つ は,デ ー タ抽 象化 とそれ に基 づ く階 層 的 プ ログ

ラ ミン グの考 え 方で ある。 これ は 問題 の 複 雑 さ を大 幅 に減 少 させ る　 第 二 の 考 え は,ル ール に基

づ くプ ログ ラム変換 の 技法 で あ る。 これ に よ り,抽 象 か ら具 体 へ の 変換 の道 が 開 か れ る。 これ ら

の 考 え は.知 識 情報 処理 の枠 組 に 自然 に組 み 込 まれ る。

　 ハ ー ドウ エア 的 な要 件 と して は,推 論 を 高速 に実 行 す る高 次 の 「記 号処 理 マ シ ン」 が望 まれ る。

これ は,パ ター ン照合機 能,非 決 定 性 処 理 機 能,そ れ に伴 うガー ベ ッジ ・コ レク シ ョン機 能(記

憶 管理 機 能)等 が含 まれ よ う。 非 決 定 処 理 は,後 戻 り機 能 と して だけ で な く,並 列 処理 の一 つ の

あ り方 と して考 え られ る。 この よ うな マ シ ンは推 論 マ シ ンと言 って よ)㌔

　 第 二 の 重要 な ハー ドウ ェア要 素 は,デ ー タベ ース ・マシンで あ る。 推 論 シス テ ム との整 合 性 な ど

か ら,関 係 デ ー タベー スが 最 も有 望 で あ る。 そ の検 索 機 能 に 関 して は,関 係 代数 演算 を 直接 実 行

す る,関 係 代数 マ シ ンが構 想 され る。 これ も一 種 の推 論 マシ ンで あ る。

　 これ らの 延長 上 に,ハ ー ドウ ェア と して の第5世 代 コ ン ピュー タが イ メー ジされ るで あろ う。

6

一14一



■

人間系 処理系

(手 書,印 刷)

Key　 technology

問

国

解
決

⑬
　
　
　
⇔

国
{

」介

　
　
　
⇔

検 索 ・更 新 ・学 習

機
記号 処 理

マ シ ン

デ ータベース

マ シ ン

計　　算

マ シ ン

音声理解

画像理解

　　 介
自然言語理解

知的対話処理

　 介

知識表現

メタ知識

推論根拠管理

　　介
計算の意味論

デ ー タ構 造論

メ ッ セ ー ジ ・フ ロ ー

計 算 機 構

VLS'1

ハ ー ド ウ エ ア 設 計

記号実行

PROLOG

関係代数

ソ フ ト ウエ ア設 計

人 工 知 能

システ ム設 計

デ ー タ抽象 化

図1.2　 知 識 情 報 処 理 シ ス テ ム の 概 念 図 と 実 現 の た め のKey　 technology

－15一



第2章 　 外部 環境 条件 の認識

2.1　 1990年 に 至 る 産 業 ・社 会 の 変 化 と 課 題

2.1.1　 変化 を見 る視 点

　一国の産業社会 は,国 土 ・自然条件,歴 史的な諸制度,文 化,慣 習などの もとで動 く生 きもの

のよ うなものであ る。 国土 ・自然条件は 容易に変化 せず,歴 史的な諸制度に も長期 にわたる履歴

効果が あるので,産 業社会におけ る経済 的構 造や政策 決定プ ロセ ス等 は,そ れぞれ の国の環境や

歴史 によって,独 特 な体系 と運用を持つ ことにな る。

　 したが って,第5世 代 コン ピュータの開発 に当 って考 慮しなけ ればな らない外部環境条件 にも

日本独特 な性格がみ られ るこ とになろ う。従来,日 本 は環境的 ・歴史的 には絶えず2つ の基本的

課題 に直面 し,そ の克服 に対処す ることが全ての政 策 の基本的 目的 であ った。

　 第1の 基 本的課題は,資 源小国 と しての制約 の克服で あ った。すな わち,日 本 は,土 地 ・資源

に恵 まれ ない国土 に同質的な国民L2億 人が居住す る国で あ り,土 地 ・資源条件だけか らみれば,

明 らか に弱小 国であ る。

土地 ・自然条件 の特徴;①

　　　　　　　　　　　②

③

④

⑤

国 土面 積:37万 平 方㎞

人 口密 度:290ノ 人/k7n2

平 地 面 積 当 り人 口密 度 は米 国 の約40倍

食 糧 自給 率:約75%

石油 自給 率:約0.3%

エネル ギ ー 自給 率:約15%

　第2の 基本 的課題 は,輸 入資源 を用 いた加工 貿易経 済 の高度化 であ った。 これ は,第1の 基 本

的課題の必然的結果 で あり,し たが って国際 分業 関係 と国際協調 関係 は,日 本の発展 にと って決

定的な影響を持つ要因 であ る。

　-fi　,こ の2つ の困難な課題 を克服す る上で 強力な促 進要 因となりうるものが2つ ある。

　 第1の 促進要因は,活 力に富んだ等質的 な入 口,換 言すれば良質かつ豊 富な労働力の存 在であ

り,第2の 促進要 因は,こ の豊富 な労働 力を活用す るための,高 い貯蓄性 向に支え られた資本蓄

積と,積 極 的な外国技術の導入 に支え られ た近代的 な産業技術 の蓄積 とである。

　 し か し 今 後 は,労 働 力 の 高 令 化 が 進 み,旺 盛 な 消 費 性 向 の 沈 静 化 と 再び旺盛 な貯

蓄性向が向上す る頃向はそれ ほど顕著では ないの で,1990年 まで には,も はや有効な促進要 因

ではな くな ってい るとともに,技 術 の蓄積に 関 して は今後先 進国間の技術移転を促進 す るために,
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従来,　 「開発」 に特化 して いた研究開発資金 を成功確率の低い 「研 究」に も大幅に配分せ ざるを

え な くな り,技 術革新 の低滞感は1990年 までに持 続 し,研 究開発 の効果的 マネジ メン トの確立

が,官 ・学 ・民共通の重 要課題 とな ろ う。

　 この ような前提の もとに,日 本 の課題を考える場合,第1の 課題 は,広 大な海岸線を利用 した

国土の造成や 高地の有効 利用な どに よって も,こ のよ うな物理的限界 は,1990年 まで には大 き

な効果は期 待できない。 さらに,代 替 エネル ギー技術の加速的開発 によって も,1990年 までに

は,エ ネルギー自給率は25%程 度にとどまらざるをえないであろう。また,加 工貿易の高度化 とい う

第2の 課題 に つ い て は,日 本 の国際競争力は,今 後引続 き高 い水 準で維持 され るものと考え ら

れ るので,有 効な国内需要の大 幅拡大が ないかぎ り,国 際摩擦や 国際紛争が誘発 され 易 くなり,

国際 分業や国際協調の ための抜本 的な対策が必要 となるだ ろう。

　 このよ うに見 ると,第5世 代 の技術 開発に対 する外部環 境条件 は従来 にな く厳 し くな るので,

計画設定 に際 しては潜在 的な個 人的 ニーズ,産 業的 ニーズ,社 会 的 ニーズの発掘 に努め ると同時

に,計 画 の必要性や期待効果が 国民 に十分認識でき るよ う,格 別の配慮 をする必要がある。

2.1.2　 変化による脅威 と磯 会

　 全ての変化は,常 に脅威 と機会 を同時にもた らす ものである。例 えば,日 本の半導体産業 につ

いてみ ると,「 石油 ショック」における対応す るための考えかたの差 が 日米の競争力格差 を拡大す

るこ ととな った 。それ は,米 国の半導体産業の多 くが コス トア ップの脅威 を回避 しよ うと して安

い労働力だけを求め て労働集約的要素 を発展途上国へ移転 するとい う方法 をとったのに対 して,

日本の企業の多 くは体質改善の機会 と考え,自 動化や 無人化 に積極 的 に取組 んでい ったか らで あ

る。

　 第5世 代 コンピ ュータの開発 を必要 とす る多 くの産業社会の変化 に対 して も,わ れわれは脅

威 と機会の両面か ら検討 を重 ね て開発計画の策定 に反映 してゆか ねばな らない。 しか し,脅 威は

過 去の延長や分析 によ って発 見で きるが,機 会は飛躍 した発想 と洞 察によ らなければ,創 出す る

ことはむつ か しい。そのため通常の技術開発計画の策定 によ ってこれ を求め ることには困難があ

る。とりわけ,合 意 を尊重す るあま り少数意見 を軽視す る傾向の強い わが国ではな じみ に くい。

したが って,第5世 代 コン ピュー タの技術 開発計 画は,やxも す ると脅威対応 型の計画 にな り,

機会対応型の計画 としては弱点 を残 すこ とになる可能性があ る。 その点,以 下にのべ る主要 な変

化 にっい ては,開 発計 画の推進 当初1～2年 間程度,技 術 開発活動 と並行 して市場開発の観点か

ら引続 き調査研究 を実施 す ることが望 ましい。
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21.3　 予想 され る産業社会 の主要 な変化 と課題

(1)社 会生活の情報化 を必要 とす る変化

　　工業化以後 の社会 においては,情 報 は食糧 や エネル ギーに匹 敵す る新 しい資源であ る。す な

　 わち,情 報 を生産手段 とす る比率 の高い第3次 産 業の就業比率 は,国 勢調査か らの予 測では

　 1990年 まで には57%に 達 し,職 業意識の面では,年 令が高 くな るほ ど情報依存度の高 い・

　高 度な専 門職種へ の進路期 待度が高 くな っている。

　　 1990年 までには,ダ ニエル ・ベル等が指 摘した情 報化社 会への移行は確実 に始 まり,産 業

　社 会の発展 に とって,情 報は新 しい資源 として決定的な影響 を持 つ存在 にな ってい るだろ う。

　　 情報資源は,消 費 によ って減耗す る食 糧や エネルギーとは違い,

　　　 ① 消 費による増量 ・高付加価値 化

　　　 ② 社 会的過剰状態

　　 ・③ 個人的不足状態

　 とい う特性 を持 っている。 したが って,第5世 代 コン ピュー タの 開発は,情 報の拡大再生産や

　 高付加価値化 に対す る貢献 度 を高め る ことが先づ考え られなければ な らない。次 に,社 会的過

　 剰状 態 と個人的不足状態 とのギ ャップを解 消す るため,値 入の 多様な ニーズに対処で きるよ う

　 な機 能 の 高揚 を考 え な けれ ば な らな い 。

　 　 この 分 野 で,と り わけ 重 視 され る必 要 が あ るの は,家 計 の高 度 化 へ の 対 応 と,行 政 の高 度 化

　 へ の対 応 とで あ る。家計 支 出 に 占め る雑 支 出 の 比率 は,1990年 ま で に は50%を 超 え,効 果

　 的 に 自由裁 量す るため には値 入 レベル で の情 報 ニ ーズ が飛 躍 的 に増 大 す るであ ろ う。

　 　 また,国 民 の期 待 に応 え る効 果 的 な行 政 サ ー ビスの 提 供 の た め の情 報 ニ ーズ も飛 躍 的 に増 大

　 し,特 に犯 罪 ・離 婚 ・自殺 ・麻 薬 ・失 業 ・交 通 事 故 な ど の社 会 病 理(ア ノ ミー)解 決 の た め の

　 情報 ニ ー ズは,従 来,整 備 が 遅 れ てい た 分野 だ け に,需 給 ギ ャ ップの解 消 が強 く期 待 され よ う。

　 　 その場 合,第5世 代 コン ピ ュー タ には 多様 な ニ ーズ に対 応 で きる 分散 性 と,社 会 的 ・個 人 的

　 ニ ー ズ を顕在 化 で きる経 済 性 とが 要 求 され る こ とに な る 。

(2)入 口構 成 の変 動 に と もな う変 化

　 　 1990年 まで に は,日 本 の65才 以 上 の 高 令 入 口比率 は12%に 達 して い よ う。 この水 準 は,

　 ア メ リカ,西 ドイ ツ,ス エ ー デ ン,フ ラ ンスは 何 れ も1960年 代 に 到達 し,高 令化 問 題 の経 験

　 を積 んで い る 。 日本 は,こ れ ら諸 国 か らか な り遅 れ て経 験 す る こ とに な るので,他 国 の教 訓 が

　 生 かせ る立 場 に在 るが,現 実 に は そ れ は全 く期 待 で き な い 。 それ は,高 金 入 口比率 が5%か ら

　 12%に 達 す るの に各 国 は75年 か ら100年 とい う長 い時 間 を要 し て緩 慢 な変 化 を遂 げ て い

　 ったの に反 して,日 本 は43年 と い う短 期 間 に急 激 に変化 して ゆ くた め で あ る。

　 　 高 令 化 に ともな い,西 欧 型 の 高 福 祉 ・高 負 担 社会 で は老 入 の 早期 引 退 を促 し,若 者 の 勤 労意
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　 欲 を失 わせ,活 力 の 乏 しい社 会 へ と変 化 し て行 った 。 わが 国 が,こ う した過 程 と は 異 な る独 自

　 の 高 令 化 社 会 を実 現 させ てゆ くた め に は,老 入 の余 暇が 非 行 や社 会 的 軋礫 の 原 因 に な らぬ よ う

　 年 令 に応 じた社 会 参 加 に必 要 な適 応 力 を高 め るた め の,生 涯教 育 ・生 涯学 習の 場 と機 会 を創 出

　 す る こ とが 必 要 で あ る。

(3)低 生 産 性 分野 の 生 産 性 向 上 を必 要 とす る変 化

　 　 農 業 ・漁 業,流 通 業,公 共 サ ー ビス業 など の 分 野 は,そ の近 代 化努 力 に もか か わ らず 第2次

　 産 業 と 比較 して低 生 産 性分 野 とな って い る 。75%の 食 糧 自給 率 を さら に高め る と と もに,可

　 住 地 面 積 を 拡 大 す るた め に も農 業 ・漁 業 の生 産 性 は さ らに高 め る必要 が あ る。 この面 で は コン

　 ピ ュ一 夕 によ る農 業 ・漁 業 の 工業 化 な ど の 試 み が今 後 さら に高 度 化 され る こ と にな ろ う。

　 　 流 通 業 につ い ては,産 業 の 暗黒 大 陸 と言 わ れ,省 力化,無 人 化,無 公 害 化 な ど の 面 か ら多 く

　 の 改 善 が な され て きた が,何 れ もま だ 対症 療 法 の域 を出 て い な い。 周 辺 分 野 まで 含 め た ト一 夕

　 ル シス テ ム と し ての改 善 の余 地 は 大 き く,こ の分 野 で 第5世 代 コ ン ピ ュー タに 期 待 され る点 は

　 大 きい 。特 に,コ ン テナ ー輸送 や パ イ プ輸 送 な ど の新 しい 流通 ネ ッ トワー クの 開 発 の 分野 で は

　 そ の期 待 は 大 きい 。

　 　 公共 サ ー ビス 業 につ いて は国 民 の サ ー ビス ニーズが 多様 化 す る反 面,テ ー プ ・ガバ メ ン ト意

　 識 が高 ま り,そ の生 産 性向 上 は極 め て重 要 な社 会 的課 題 とな って くる 。 行政 サ ー ビス に対す る

　 不 満 は意 識調 査 等 で は徐 々 に高 くな りつ つ あ り,危 険な傾 向が み られ る。

(4)国 際 競 争 力 の 確 保 に と も な う変 化

　 　 国際 競 争 力 が 高 ま り,先 頭 走 者 の 立 場 に立 つ と,先 頭 走者 と して の国 際 的負 担 を 求 め られ る

　 こ と とな り,時 に は輸 出規 制 や 技術 協 力 とい った形 で そ の負 担 が具 体 化 す る ことが あ る。

　 　 市 場情 報 や技 術情 報 に対 す る地 球 的 規模 の 情 報 収集 と情 報 サ ー ビスの シス テ ムは わ が 国 で は

　 まだ未 整 備 で あ るた め,不 必 要 な 摩 擦 や 紛 争 を誘 発 して先 頭走 者 の 負 担 を 高 めて い る。

　 　 技術 協 力 につ い て も,相 手 国 の 実 情 に合 致 した 中間技 術 や 適 正 技術 を評 価 で き るよ うな情 報

　 シス テ ムに 対す る ニー ズは今 後急 速 に高 ま って くるで あ ろ う。

(5)総 合 的 効果 の 大 きな課 題

　 　 以上 に述 べ た 主 要 な変 化 と それ に と もな う課題 は,第5世 代 コ ン ピ ュー タの 開 発 計 画 に対 す

　 る 要 請 と し て は 必 ら ず し も 鮮 明 な 課 題 と は い え ない。 特 定 の 分野 の 変 化 に対 応 す るよ

　 う な項 目で は な く,よ り総 合 的 な 課 題 を設 定 す る必 要が あ る。 代替 エ ネ ル ギ ー 開発計 画 の 場 合

　 にお け る 「供 給 率 」 に相 当 す る分 り易 い 課 題 と し ては,基 幹産 業 分 野 で は,

　 　 　 ① オ ン ラ イン化 に よ る紙 の 節 約

　 　 　 ②CAI)/CAMに よ る製 造 エ ネ ル ギ ーの 節 約

　 　 　 ③C&Cに よ る ビジネ ス ・ トリ ップの 減少

　 　 　 ④ 　 マイ ク ロ プ ロ セ ッサ ーに よ る エネ ル ギ ー節 約,製 品寿 命 の延 長(損 傷 検 出 ・自動 修 復

　 　 　 　 な ど)
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な ど が例 示 で きよ う。 これ らの 課 題 は,何 れ もデ モ ンス トレー シ ョン効果 の大 き な課 題 で あ り ,

か つ基 本的 な変 化が もた らす 脅 威 と機 会 へ の 対応 が と り易 い も ので あ る。

　 また,そ れ 以 外 の分野 で は,

　 　 ⑤ 双 方 向 通 信 等 によ る ホ ー ム シ ョッピン グ

　 　⑥C&Cに よ る予 防 医 療(ヘ ルス ケ ア ー)

　 　⑦ マ イ コ ン等 によ る 日本 語情 報 の 自動 翻 訳

な どが社 会 的 な波 及 効 果 の 大 きな もの と して と りあ げ られ よ う。

2.2　 1990年 に お け る望 ま しい 社 会 の イ メ ー ジ

　 日本でつ くられた世界地図 を見 ると,日 本列島がその 中心 に位 置 し,世 界 中の情報 と資源が 日

本 に集 中 して い る よ うにみ え る 。 しか し,海 外 で つ くられ た地 図 をみ る と ,日 本 は 東 の 端 にあ り,

ま さ に極 東 の僻 地 とい う感 が あ る。

　 そ の面 積 は,世 界 の 約0.3%で あ るが,そ こに居 住 す る人 口は 世 界の 約3%で あ る。 そ の 日本

が 世 界 のGNPの 約12%を 占 め,ア メ リカに次 ぐ世 界 第2の 経 済 力 を保 有 してい るの で あ る か

ら,他 の諸 国 か らみ ると奇 蹟 で あ る 。

1990年 ま で に,日 本 は,世 界 に 向 っ て こ の 日 本 の 奇 蹟 の メ カ ニ ズ ム を 十 分 理

解 し て も ら う 努 力 を 重 ね,そ の う え で,日 本 人 の チ エ を 納 得 さ せ ら れ る よ う な 独

創 的 な 技 術 開 発 を し てみ せ る必 要 が あ る。

　 工 業化社会で先頭集団 を追 いか け追い越 した 日本 は,情 報化社会への過程では,今 後 は先頭走

者 として新 しい分野を切 り開 く立場 に立つ ことにな るわ けであ る
。

　 コン ドラチ ェフ流 の 長 期経 済 波 動 分析 によ る と,1990年 代 の 後 半 に な る と,世 界経 済 は 長 期

下降局面か ら長期上昇局面への転換期 を迎え,多 くの分野 で技術革新が隆盛 を極 わめ るものと期

待 され てい る。第5世 代 コン ピュータは,そ うした次の経済上昇局面 における革新の先弁 をつけ

るもの としての使 命が期待 され ているといえ よう。

　 日本 には,約2万 ㎞の海岸線が あ り,浅 海域の 利用可能海岸 線 としては世界最 長で あ る。わ が

国は,こ れ まで,こ ＼に臨 海工 業 地 帯 を 開 発 し,近 代 的工 業 コ ン ビナー トを建 設 し て き たが
,今

後 は,こ の浅 海 域 を さ ら に食 糧 生産 や エネ ル ギ ー生 産 の 基 地 と し て 有 効利 用 して ゆ け ば ,世 界 に

例 の少 な い 国土 資 源 の 開発 が で きよ う。

　 次 に・ 日本の水資源は無計 画な利 用によ って現 在危 機的兆 候がみ られるが,そ の 降雨量 は,世

界 の 工 業 国の 中 で は 最 も多 く・欧 州 の平 均の3倍 に 達 し てい る。 こsに も,再 開 発 の 可 能 性 の 高

い 日本の 資源が あ る 。
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　 一方,日 本人 自身についてみ ると,教 育水準の高 さと犯罪発生 率の低 さでは先進 国の トップレ

ベルで,過 去10年 間 に犯罪 発生率 が20%も 低下 した国は 日本のみであ る。

　 また,30年 以 上にわた って戦争 の うずの外 に在 り,そ の間,ど の 国よ りも資本主義 的 自由社

会体 制の原 則で あ る財産権 の保障,財 産所得の保障(余 剰 所得 の収奪 を行 なわない),自 由な事

業機会の保 障 を忠実 に守 って きた国は ない。　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 一 パ 、

　 しか も,公 害,環 境汚染 などについて も,他 の諸国に比べ る とこれ までの被害の経験を もとに

歯止めがか か って いる。

　 だ が,世 界のGNPの12%を 占め る経済大国 日本がこれか らどのよ うな道 を切 り開いてゆけ

ば よ いか につ い て は,楽 観 を 許 され な い 多 くの 問 題 が残 され てい る 。

　 地 球 は 有 限 で あ り,資 源 に つ い て は も ち ろ ん,消 費 に つ い て も 無 限 と 考 え る わ け

に はゆ か な い 。 この よ うな環 境条 件 の 中で更 に豊 か で,よ り健康 的 で平 和 な人 々の生 活 を実 現 し

うるか ど うか は,附 加 価 値 生 産 性 とい う尺度 で は か られ る数字 を,ど の よ うに更 に改 善 し うるか

ど うか で きま る。

　 今 日,日 本 の 賃 金 ベ ー スは,欧 米 に 比べ て,見 お と りの な い と ころ まで き た。 これ に対 し て,

日本 は物 価 高 だ か ら,生 活 の 内容 は 著 しい とい う説 もあ る 。 そ こ で例 にあ げ られ るの は,牛 肉 と

か住 宅 と い った こ とだ が,一 方 にお い て,日 本 に は世 界一 価 格 の 安 い もの もあ る。海 外 の旅 行 者

が,日 本 に来 る と必 らず 買 う ものが,カ メ ラ,時 計,電 卓 とい った こ とか ら も明 らか で あ る。 日

本 の 工 業製 品 には 世 界 一優 秀 で しか も安 い もの が い くらで も あ る。 これ に比 べ て サ ー ビス,食 糧

な ど世 界 の水 準 よ り遙 か に高 い もの も あ る。 これ か らわか る よ う に,日 本 の 価 格 体 系 は,海 外 の

そ れ とは著 し く異な って い る 。 ホ テ ル で 夕食 を とる と,そ の 費 用 で電 卓 が4台 も 買 え る と い うの

は,明 らかva異 常 で あ る 。 この よ うに な った原 因 は,い うまで もな く過 去10年 間 の 各 々の業 種

に お け る生 産 性 の の び 率 の差 で あ る 。

　 従 って80年 代 の課 題 の 第 一 は,低 生 産 性 分 野 を,ど の よ うにし て改 善 し てい くか とい うこと

で あ る。 そ れ は 既 に言 われ て い るよ う に,第 一 次 産 業 の分 野 に多 く見 られ る し,ま た 流 通,サ ー

ビス 関係,ま た 安 い そ して効 率 的 な 行政 に対す る国 民の 期 待が 大 きい 。 これ らの ボ トル ネ ックが

どの 方向 に解 決 す るか は,こ れ か らの10年 先 を考 え るた め の 基 本 的 条 件 で あ る 。　 と こ ろ

で これ らの生 産 性 を改 善 す る に は,巨 大 な 投 資 が必 要だ と一般 には 考え られ てい る 。 も ちろん 金

が な くて はで きな い 方法 もあ る 。 自動 化,機 械 化 な どで あ る。 しか し殆 ん ど金 を 使 わ な い 方法 も

あ る。 た と えば 道 路 に 取 つ け られ て い る信 号 機 を,車 の 流 れ に 合せ て青 信 号 に次 々と切 換 え る と

い う方式,つ ま り系統 制 御 にす れ ば,30分 か か った と ころ を15分 で 行 け る よ うに な る。同 じ

道 路 で も30%多 くの 車 が 走 れ る 。道 路 の 巾 を拡げ て同 じ結果 を得 る には 何 十 徳 とい う金 の必 要

な ところが,僅 か 数 千 万 円 で 可 能 で あ る。道 路 を拡 げ た り,自 動 機 械 を導 入 す る こと に よ る生 産

性 の 向上 を ハ ー ドウエ ア に よ る もの と考 え る と,系 統 制御 の例 は ソ フ トウエ ア に よ る も ので,こ
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の場 合 の 主役 は,い うまで もな く情 報技 術 で あ る。

　 日本 には まだ 多 くの 低生 産 性 分 野 が あ る とい うこ とは,開 拓 可 能 な未 利 用 資源 が残 され てい る

とい うこ と に相 当 す る 。従 って,エ ネル ギ ー,そ の 他 の 天然 資源 の 利用 につ い て 多 くの 制 約 が 加

わ る とし て も,こ れ らの未 利 用 資 源 の発 掘 によ って,更 に 日本 のGNPは 成 長 を続 け る ことが 可

能 で あ る。

　 そ して1990年 に お い て期 待 され る 日本 のGNPは 少 くと も現 在 の2.3倍 とな る経済予測 もあ り,

それはハー ドを巧みに効率 よ く運用す るソフ トとの組合せ とい う形で実 現す るであろう。 しか しこの ことが,

次 のい くつ か の問 題 を提起 す る こ と にな る。 そ れ は,世 界 に お け る経 済 的 シエ ァの 拡大 は,著 し く

日本 の経 済 の 動 向 に よ って世 界 の経 済 に及 ぼ す 影 響 が 大 き くな った とい う ことで あ る 。第 一 次 オ'

イ ル シ ョックで,日 本 の経 済 は沈 滞 し,物 価 は 急 上 昇 す る とい う最 悪 の事 態 を まね い た が,そ の

イ ン パク トには,そ の まま 日本 と多 少 で も経 済 の 面 で 関 係 の あ る他 の諸 国 に,そ れ 以 上 の被 害 を

もた ら した 。 この よ うな結 び つ き は,更 に深 ま りこ そす れ,浅 くな る こと は考 え られ な い 。経 済

に おけ る これ らの 国 際 関係 は その ま ま,外 交,政 治,防 犯 とい った 他 の 諸 活動 と関 連 して お り,

互 い に独立 で は な い 。その た めの 情 報 技 術 の 利 用 は,今 日とは 量 質 と も に別 の レベ ルで の高 度 の

ス タイル が実 現 し,そ れが よ り緊 密 化 した国 際 的結 びつ き を支 え るた め の 背 景 と し て不可 欠の も

の とな って い る 。デ ー タベ ースの 地 球 的規 模 に お け るネ ッ トワ ー ク,機 械 翻訳 は もち ろん実 現 し

てい るで あ ろ う。 従 って それ に対 応 す る 各種 の 法 的 規 制,国 際 条 約 な ど もそ の準 備 を急が ね ば な

らな い 。 ま さ に,情 報技 術 に よ って情 報 の交 換,処 理,蓄 積 は 地 理 的 距 離 を ゼ ロに し て行 われ る 。

そ し てそれ が,国 際 社 会 に お け る 異 邦人 と して の 日本 を,地 球 人 とし ての 存 在 にす る で あ ろ う。

これ は,有 限 な宇 宙船 地 球 号 の 中 に,日 本 が す べ て の 国 々 と共 存 し うるた め の重 要 な条 件 で あ る。

　 さ て この場 合 の 日本 とい う国 を構 成 す る入 間 の問 題 が あ る 。入 には 多 くの 側面 が あ る 。 その生

活 の糧 を得 る とと も に社 会 活 動 を支 え る職 業 人 とし て の立 場,生 活 の 場 にお け る家 族 構 成 の 一 員

と して の立 場,ま た 一 入 の人 格 と して の 立場 な ど とい った こ とで あ る 。従 ってこれ らが1990年

にお い て ど の よ うな 形 で 変ぼ うを とげ て い る か を 占い,そ の ため の対 応 策 を用意 しな けれ ば な ら

な い 。そ して それ が 新 しい社 会 環 境 に適 応 し,ま た それ を巧 み に運 用 で き る ため の条 件 と もな る 。

　 この 場 合 人 々にそ の可能 性 を与 え るの は,広 い意 味 で の教 育で あ る 。

　 とこ ろで 日本 の 教 育の高 度 化 は,目 を 見張 る ものが あ る。大 学 は レジ ャ ーセ ン タ化 した とい う

皮 肉 な見 方 もあ るが,広 告 そ の他 に 外 国語 が や た ら に使 われ る の は,大 衆 が それ を理解 で きるか

ら こそで あ って,語 学 の普 及 とい う背景 が な し には実 現 しな い 。 そ の傾 向 は ます ます す 、むで あ

ろ う。雑 支 出の 増 加 と高 令化 社 会へ の 突 入 は そ の ま ＼教 育需 要 の 拡 大 を意 味 す る。 これ に対 応 し

て 情報 技 術 は教 育の す べ ての面 に組 込 まれてい くことは間違 い な い 。一 方 にお い て,世 代 間 の ギ ャ

ッ プは拡 大 す る方 向 に あ る 。

　 つ い先 日行 われ た総 理 府 の,青 少 年 意 識調 査 に よれ ば,日 本 の若 者 は 諸 外 国 に 比べ て 独 自の パ
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ター ンを持 ってい る 。そ の 中で も外 国 で は 自分の 国 が一 番 良 い と答 え た者 が80%に も達 し て い

るの に,日 本 では60%を 切 った。 これ は放 ってお けな い 大 きな 課 題 の ひ とつで あ る 。

　 この よ うな心 の 問 題 も含 め て,90年 まで に 日本 の歩 くべ き途 を選 択 しな くては な らな い 。 こ

の場 合 の マ ス ター プ ランの た てか た につ い ては,次 の よ うな 方針 に も とつ い て行 な うこと が適 切

だ と考 え る 。

　 これ か らの姿 は,わ れ われ 自身が どの よ うな施策 を考 え,そ して ど の方 向 に努 力 す る か に よ っ

て 異 る もの で あ る 。つ ま り未 来 の 姿 は,予 想 す るもの で は な く,わ れ われ が 創造 し,つ く りだ す

もの で あ る 。 そ こ で,こ こ で は まず 日本 の可 能 な望 ま しい姿 を画 き,こ れ を実 現 す る上 に予 想 さ

れ る多 くの ボ トル ネ ック を指 摘 し,こ れ を解 決 す る上 に,情 報 技 術 を 含 め た多 くの 手 段 が どの よ

うに機能 で き るか とい う形 で,ア プ ローチ し て きた ので あ る。

　 日本 は 第二 次大 戦 後 僅 か30年 とい う短 い年 月 の 中 で,徹 底 的 に 叩 きの め され た 灰の 中か ら,

今 日の 強 力 な 経済 力 を実 現 す る こと に成 功 した 。そ の他 に それ ぞ れ の時 点 で 将来 へ の予 測 が試 み

られ たが,そ の 殆ん ど は過 少 評価 で現 実 は常 にそ れ に上 乗 せ した 形 で 実 現 した。

　 これ は 多 くの予 想 が,過 去 の 延長 と して未 来 を と らえ よ うと したか らで あ る。 人 間 に は 知恵 が

あ り,こ れ まで に無 か った も の を具 体 的 な現 実 とし て実 現 す る能 力 を持 ってい る。

　 日本 の これ か らに つい ては,も ち論 多 くの ボ トル ネ ックが予 想 さ れ,そ の 中に は解 決 の むつ か

しい もの も ある で あ ろ う し,ま た 別 な 障 害 も出現 す るか も しれ な い 。 しか しこ こでや は り,望 ま

し い社 会 の構 図 を持 つ こ とは,こ れ か らの 創造 的 努 力 を,ど の方 向 に む けれ ば よ い か の方 向づ け

をす るた め に,最 も基 本 的 な こ とで あ る。

2.5　 情 報 化 社 会 に お け る情 報 処 理 シス テ ムの 役割

　 2.1節 で は 「1990年 に 至 る産 業 ・・社会 の 変 化 と課題 」　 を 概 観 し,2.2節 で は 「1990

年 にお け る望 ましい社 会 の イメージ 」 に ふ れ た訳 で あ るが,こ こで は そ の よ うな社 会 を支 え るた め

に要 求 され る情 報 処理 シス テ ムが ど の よ うな機 能 を提供 しな けれ ば な らな い か を 表2.1に 示 す。
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表2.1　 情 報 化社 会 に お け る情 報 処 理 シス テ ム に課 せ られ る役 割(1990年 前後 ま で)

コン ピ ュー タ ーの活 用

によ り対 応 を迫 られ て

い る問 題 あ るい は領 域

解決を迫られている問題

あるいは領域の内容
情　報　シ　ス　テ　ム　の　役　割

　 　 　 、

環境整備条件

{イ)不確 実性 の時代 へ の ・長期的国際経済動向 ・外部 情 報 の広 い視野 か らの オ ン ライ ン摂取
, ・近 代的 ネ ッ ト

対応 ・技術革新からくる産業 分 析 。
ワー クの整 備,

回 線利 用 の 自
構造の激変,融 合,盛 分析的情報システムと非数値的情報の自動 由化
衰,自 由競争の激化 処 理 シ ステ ムの確 立 。 ・ デ ー タ ・ベ ー

・新 しい タイプ の エ グゼ ・デ ー タ ・バ ン ク
,産 業 共 同 デ ー タ ・ベ ー ス,

ス,デ ー タ ・

バ ン ク の シ ソ

グテ ィブの登 場 公共 的 フ ァイル の オ ン ライ ン利 用 。 一 ラ ス 作 成
,

・ゲー ム のル ール の 変 化 大 きな ワー ク ・ロー ドをこなす必要)大 型 コ 整備(人 材,

・企業の迅速な対応(計 ン ピ ュー タの ニー ズ は 依 然存 在 。
資金,時 間の
投入)

画) 効率のいいDBMS ・国際通 信 ネ ッ

ハ イ ・レベ ル ・ラ ンゲ ー ジ

セ キ ュ リテ ィ'プ ル ー フ ・シ ス テ ム

　 トワー クの 整

備
・プライ・◇ 「 デ

一タ ・セキ ュリテ

イ等の法制整
備

(司 エネル ギ ー不 安 ・省 エ ネル ギ ー ・エネル ギー消 費 の最 小 化 シ ス テム
,総 合 ビル

・政 府 の新 エ ネ

・新 エネ ル ギー 源 の 開発 , 管理 シ ステ ム,コ ン ビナ ー トな ど の エネ ル ギ ル ギー開 発 プ

確保 一循 環 シ ステ ム ロ ジ ェ ク トの

・原 子 炉(核 融合)
,太 陽 エ ネル ギ ー発電,地 強 化,推 進

熱 発 電 の コ ン ピ ュ ー タ ・コ ン トロ ー ル ・シ ス

テ ム

い}メ デ ィカ ル ・シ ス テ ・病 院 管 理 ・①病院一般管理,② 臨床情報処理,③ 直接患 ・医 師,病 院職

ム

願 遷 ㌶率上昇巴 三二③㍑;ご㍑ 二%㌫
員 の コ ン ピ ュ
ー タ教 育

を押える 1カ ル ・ス タ テ ィ ス テ イ 。 ク ス,⑦IR,⑧ 患
|

　 者 カ ウン セ リング,⑨ 診 断 援 助,⑩ 人 間機 能

補完 ・増幅(盲 人用読書装置,聾 者用電話機,

自動 車(く る ま)椅 子,電 子 義肢 等)

{二通 信産業の成長 ・衛星と地上通信網 にょ ・音 声 ,画 像(写 真,図 形,イ メ ー ジ),デ ィ ・通 信 ネ ッ トワ

る トー タル通 信 サ ー ビ ジ タル ・デ ー タの一 括 伝送 システ ムの 確 立 。 一 クの 近代 化

スへ の 要 請 ・多 目 的 ワー ク ・ス テ ー シ ・ ン
,分 散 処 理 デ ー と整備

・C&Cに よ る オ フ ィ ス タ ・ベ ー ス,ペ ー パ ー レ ス ・IRシ ス テ ム等 ・回線 利 用 の 自

・オ ー トメ ー シ ョ ン の に よ るホ ワイ ト ・カ ラー の生 産性 向上 由化,端 末 の

適用 ・多 目的 私 設 電 子交 換 シ ス テム
,コ ン トロー ラ 自由接続

・ コ ン ピ ュー タ と通 信 の 一等の供給

中間帯の機器 の供給,

効率化
'・家 庭 レベ ルへ の 各種 情

報 通 信 サ ー ビ ス

・モ ビ リ テ ィ の提 供

(ホ)新聞,放 送,出 版 産
・2ウ ェイ 情 報 シ ス テ ム ・コ ミ ュニ テ ィ

,個 人 に よ り密 着 した特 徴 あ る
・家 庭 情 報 ネ ソ

業の脱皮 ・安 価 な メ モ リー ,容 量 生活情報システムの提供 トワ ー クの 整
　 　 o
ア ッフ ・値 入 の ニ ー ズに応 じた情 報 デ ータ ・バ ンク 備,料 金 の 公

・デ ー タ ・バ ン ク情 報 検 ・余暇在宅研究 ・調査,趣 味情報検索機能の提 正 化o

索 供
・流 通 の合 理 化
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コン ピ ュー タの活 用 に

よ り対 応 を迫 られ て い

る問 題 あ るい は領 域

解決を迫られている問題

あるいは領域の内容
情　報　シ　ス　テ　ム　の　役　割 環境整備条件

(へ)ソ フ トウ ェ ア産 業 ・ユ ーザ ー側 の 新 ア プ リ

　ケー シ ョン増 加

・既 存 ソフ トウ ェア の保

守 コ ス トが 大 きい こと

・EDP人 件費 の上昇

・ソフ トウ ェア生 産性 の

向 上の不 確 実 性

・ソ フ トウ ェ ア 開 発 ツ ー ル の 開発 ,援 助 。

・オ ン ラ イ ン ・リモ ー ト診 断 シ ス テ ム 〔

・ メ ー カ ー 側 に お け る ハ ー ドワイ ヤ ド回 路/フ

　 ア ー ム ウ ェア/ソ フ トウ ェア の 組 合 せ の 最 適

化 。

・要 求 仕 様 工 学 の 確 立 　 ソ フ トウ ェア ・ エ ン ジ

ニ ア リ ン グ の ブ レー ク ス ル ー の 実 現

・汎 用 ソ フ トウ ェア ・パ .。ケ ー ジ の 開 発,普 及

・ソ フ トウ ェア

の価 値(対 価

を 支払 う慣 習)

の確 立

・汎 用 ソ フ トウ

　 ェア ・ライ ブ

　ラ リーの設 立,

流通 促 進

(ト)教育 の革 新
・余暇 の増大と利用。生

涯教育への関心
・不確実性時代における

企業内継続訓練計画

才能開発計画
・落ちこぼれをな くす学

校教育システム
・創造性を養う教育。

・オ ン ライ ン在 宅 会 話 型 学 習 シ ス テ ム 。 ワ ン ・

　 デ ィ ス ク,ワ ン ・チ ップ 学 習CAI機 器 。 パ

　 ー ソ ナ ル,ホ ー ム ・コ ン ピ ュー タ,イ ン テ リ

ジ ェ ン ト・端 示 の 接 続 。

・CAI教 育 シ ス テ ム

・ シ ミ ュ レー シ ョン,ダ イ ア ログ ・シ ス テ ム に

よ る ・ひ ら め き ・の 即 時 客 観 化 深 化 シス テ ム

・学校 教 育制 度

の見 直 し

・CAIソ フ ト

　 ウ ェア ・セ ン

　 ター の設 立

・教 師
,プ ロ グ

　 ラマー,関 係

者 の協 力関 係

　の 確立

(チ)ホワイ ト ・カ ラーの

　 生 産性 向 上

・事 務 コ ス トの 節減

・一般 管 理,企 画,経 営

意志 決 定 機 能 の効 率 化,

質的 向 上

・オ フ ぞ ス ・オ ー トメ ー シ ョン

　 デ ィ ジ タ ル ・トー タ ル ・デ ー タ通 信 サ ー ビ

　 ス ・シ ス テ ム(テ レ コ ン フ ァ レ ン ス を 含 む))

　 パ ー ソナ ル ・デ ー タ ・ベ ー ス 。 デ ー タ ・べ

　 一 ス,デ ン タ ・バ ン ク と の接 続 。 ワー ド ・

　 　プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム(日 本 語 情 報 処 理

　 シ ス テ ム)。 音 声 入 力 。 パ ター ン 認 識 情 報

　 　 シ ス テ ム 。 自然 言 語 処 理 シ ス テ ム 。

(リ)製造業における省力

　 化と自動化

●工 場 オ ー トメーシ ョン

・融通 性 に 富むCAM

・産業 ロボ ッ トのパ ター ン認 識機 能 の増 進 。

・イ ンテ リジ ェンス の付 加 。

・ハ イ ・レベルCAD
,　CAEo

・パ ー ソナ ライ ズ ド ・プ ロ ダ クシ ョン(マ ー

ケ テ ィング部 門 と生 産 部 門 を オ ン ライ ン直結

し た最終 需 要者 の ニ ーズ に よ り密着 した 製 品

　の 効 率 的生 産)

{ヌ情 報処理サービス業

　 情報提供業

　 EDP賃 貸業の脱皮

・付加価値型通信サービ

　ス

・特 色 あ る デ ー タ ・バ ン

　 ク ・サ ー ビ ス

・ コ ン サ ル テ ィン グ
,S

　 E機 能

・VAN

・タ ー ン キ ー ・シ ス テ ム の 構 成,販 売 　ソ フ ト

　 ウ ェア つ き ハ ー ドウ ェア の 販 売

・汎 ソ フ ト ウ ェア ・パ ッケ ー ジ の 開 発 ,販 売

・特 色 あ る優 れ た機 能 を も つ タ イ ム ・シ ェア リ

ン グ 情 報 処 理 サ ー ビ ス

・特 色 あ る デ ー タ ・バ ン ク ・サ ー ビ ス

・第三 者VAN

を 可能 とす る

法 制 の整 備

・プ ライ バ シ ー
,

　デ ー タ ・セ キ

　 ュ リテ ィ対 策

・TSSマ ス タ

　ー ・ソ フ トウ

　 ェア 開発

・シ ソー ラス 開

　発
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2.4　 社 会的 要請 と第 五 世 代 コ ン ピ ュ ー タ の役 割

2.4.1　 前 提 と な っ た 事 項

　 基 本 とす る トーン は 「助 っ人 コ ン ピ ュ ー タ」 す な わ ち問題 解 決 の わ き役 ない しは 道 具 と して の

コン ピ ュ ー タの存 在 で あ る。 多 くの社 会 的 要 請 は,コ ン ピュ ー タの存 在 に よ って 解 決 され るご と

き 内容 では な い の で,助 っ人 ア プ ロ ーチ は 妥 当 と考 え られ る。 アプ ロ ー チ と して は 次 の数 ケ条 の

ル ール に従 っ た。

。　 与 え られ た 要 請項 目の うち,で きる だ け 多数 の項 目を 含め る こと。

。　 コン ピ ュー タの アプ リケ ー シ ョン につ い て は最 近 の 動 向 の なか か ら,将 来 性が あ ると考 え ら

　 れ る も の を選 択 す る 。

。　 統 一 した視 点 を 定 め,SF的 因果 づ け は 行 な わ な い。

。　 命 題 ご とに ア プ リケ ー シ ョン の数 を1つ,も し くは 極 く少数 個 に限 定 して い る。

　 要 請 は ボ トル ネ ック を指 摘 す る形 で行 な わ れ て い る。 コン ピ ュー タが 高級 な道 具 だ か ら とい っ

て も,全 て の場 面 で 神通 力 を 発揮 す る わ け で は ない 。 ボ トル ネ ックの各 項 目をみ て も,そ れ ぞ れ

が 多面 的 性 格 を もっ て い る ので,提 起 され た 項 目の共 通 的 側 面 を 探 し,い くつか を グル ー ピング

して ま とめ た。

　 全 体 の 基 調 を コン ピ ュー タの 側 面 か ら見 る と,

。　 半 導 体 技 術 の 進 歩等 に よ り,コ ン ピ ュー タ本 体(周 辺装 置 を 除 く)の 部 品化 が急 速 に進展 す

　 る。

。　 安 価 な コン ピ ュー タの 大量 普 及 の 時 代 を迎 え て,ソ フ トウ ェア もパ ッケ ー ジ化 され るなど の

　 形 で,量 産 量 販 され る。

。　 デ ー タ通 信 は よ り高 度 化 し,よ り一 般 化 す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ
。　 デ ータ処理 の機械化の制 約条件 となってい る法制度の非 近代 的側面 は,遅 かれ早かれ除去 さ

　 れ るもの とす る。

な どのガイ ドライ ンを設定 したo

2.4.2　 コ ン ピ ュー タの 果 た す 役 割

　 社 会 的 要 請 と して 指摘 され た項 目を グル ープ化 した 時 に,グ ル ープ が 包 含 す る概 念 が あ ま りに

広 範 なの で,3つ の水準を設けて,コ ン ピュー タへの結びつけを考 えやす くしている。表2.2～2.6のL・ ・

L、,L,と あ るの が そ れ で あ って,　 L。 は グ ル ーフ。の表 題,　 L、 は 社 会 的要 請 の 項 目を,　 L。 の

趣 旨に 副 っ て表 現 しなお した もの,L2は 具 体 化 され た 問題 とそ の解 決 方 向 を示 す。　L、 は第1

章 で あ げ られ た点 を踏 襲 して い る。L2はL、 で か か げ られ た問 題 意 識 を よ り具 体 化 す る とと も
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に,あ る程 度 コン ピ ュー タ ・ア プ リケ ー シ ョンの分 野 を 意識 して選 定 され て い る。 こ こで もな ん

ら全 関 係 項 目の洗 い 出 しは行 ってい ない 。 項 目を増 す ことは 簡単 で あ るが,方 向 性 が 見 失 な われ

て し ま うた め で あ る。 む しろ意 図的 に取 捨 選 択 を行 うべ きで あ る と考 え る。

　 L2で 示 され た 方 向へ の 解 決手 法 がM,す な わ ち メ ソ ドロジの 項 に 示 され て い る。 メ ソ ドロ ジ

は 前 段 のL、 の要 請 項 目の 処理 手 法 と して 挙 げ られ て い る わ けで は な い。 む し ろ処 理 手 法 は ア プ

リケ ー シ ョン,Tの 項 に示 され て お り,メ ソ ドロジ はL2とTの 結 合 の 説 明 とな って い る。3.1

で 説 明 し た通 りTに あ げ た アプ リケ ー シ ョン はで き るだ け限 定,単 純 化 して あ る。 しか も,現 在

知 られ て お り,関 係 者 の 間 では 一 般化 して い る と考 え られ る ものに 的 を絞 って い る。 一 部 の分 野

の 間で しか 取 上 げ られ て い ない ア プ リケ ー シ ョ ンは 割 愛 して あ る。 除 外 例 と して は 「自動 化 小 売

店 」,　 「自動 車 交 通 管 制 」 な どが あ る。 それ ら の重 要 性 を 低 くみて い るわ け で は な く,現 在 の と

ころ,他 の ア プ リケ ー シ ョ ンほど 一 般化 して い な い と思 わ れ るか らで あ る。　「MIS」 の よ うに,

一 般 化 は して い て も実 体 と して は 実施 され て い な い もの に つ い て も,採 用 を 見 合 わ せ た。

　 ア プ リケ ー シ ョンは さ らに コン ピ ュー タ ・テ ク ノ ロジ(CT)へ と具 体 化 され る。 コン ピュ ー

タ ・テ ク ノ ロ ジは前 段 で か かげ た ア プ リケ ー シ ョンを実 現 す る上 で,今 後の 開 発 が 重 要 と思 わ れ

る技 術 項 目を 抽 出 した もの で あ る。

　 コン ピ ュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジの項 もま た アプ リケ ー シ ョン と 同 じ方針 で 選択 され て お り,目 新 し

い もの は 含 まれ て い な い。 しか しな が ら,ど の 項 目を とっ て みて もメ ソ ドロジ の項 に お け る 目標

を 達成 で き る まで 完 成 され た技 術 と は い い難 い。 今 後 の 開発 分野 が 多分 に残 され て お り,か つ 未

踏 の 部 分 を 含 ん で い る技 術 を選定 した。 た とえ ば文 字,図 形 の認 識 を 考 えて み よ う。 光 学文 字 読

取(OCR)な どに よ り手 書 き文 字 の識 別 は既 に可 能 とな って い る。 しか しこれ がパ ンチ ・カ ー

ドと置 きか わ る ほ どに 進 歩 して い な い こ とは 明 白 であ る し,ま して 証 明事 務 に 是 非 と も必 要 な 印

鑑 の 照 合 が で き る域 に 達 す る時 点 に つ い て は,厳 密 な 時点 は わ か らない 。　「で きる」 と い う水 準

と,　 「実 用」 との 間に 大 き な落 差 が あ るの が,ア プ リケ ー シ ョン関係 の技 術 の 特徴 で あ る。 本 節

に お け る 開発 目標 は 「実 用 」 水 準 に 達 す る こ とで あ って,技 術 的 に も経 済 的 に も その 水 準 を 達 成

しな けれ ば社 会 的要 請 に コ ン ピュ ー タが こた え られ る とは 言 えな い。

　 社 会 的 要 請 の なか に 法 ・制度 の 問題 が 含 まれ て お り,こ の 問題 は本 節 全体 に影 響 す る が,こ の

分 野 は流 動 性 が大 きい た め,5個 の 分 野 か らは 除 き,シ ス テ ム ・サイ ドか ら考 察 した。 共 通 性 も

1つ の理 由で あ るが,ま た コン ピ ュー タ技術 側 か らの働 きか けだ け で は 解決 で きな い 部 分 が大 き

い と考 え られ た か らで あ る。

　 官 庁 関 係 の 事務 処理 の み な らず,通 信 回線 の 利 用制 限 な ど,実 に 多 くの 問題 が 法 ・制 度 に か か

わ って い る。 一 つ 一 つ 問題 点 を 指摘 し て改 善 を 求 め る行 き方 もあ るが,法 ・制 度 は種 々の制 約条

件 の下 に あ り,し か も相互 に深 くか か わ りあ って い るの で,性 急 な改 変 は期待 で き ない。 この 関

係 につ い て は専 門家 に 依 頼 して,問 題 点 の網 羅 的摘 出を行 う こと も考 え られ るが,莫 大 な時 間 と
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労 力を 要 す るの み で,続 く対 応 手 段 に 欠 け る。 した が って今 回 の作 業 では,最 低 限 必要 な改 変 に

つ い て は,必 要 な 時期 に は改 善 が行 わ れ て い るで あ ろ う,と い う前提 を もとに して もの ご とを 考

察 し,関 係各 位 の意 志 統一 を行 っ た。

　 本 節 で は以 上 の前 提 に従 って,社 会 的 要 請 とア プ リケ ー シ ョンお よび コ ン ピ ュー タ技術 の 関係

づ け を行 うこ とと し,そ の 結 果 を 表2.2～2.　 6に 示 す。
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表2.2　 低生産性分野 の生産性 向上

社　　　会　　　的　　　要　　　請 メ ソ　ド ロ ジ ー ア プ リケ ー シ ョ ン コン ピュ ー タ　 テ ク ノ ロジー

(LO) (L1) (L2) (M) (T) (CT)

低生産分野の生産性

向上

間接部門の生産性向

上

サービス部門の生産　 　 　 　 　 　 .

性向上

企画調査業務の生産

性向上

事務処理の生産性向

上

窓口事務の即時化

サービス事務の即時

化

定 形 デ ー タの デ ー タベ ース化

定 形 デ ー タの非 定形 処理

非定 形 デー タの データベース化

非定 形 デ ー タの非定 形 処理

文書(帳 票)作 成 の機 械 化

文 書保 守 ・管 理 の 自動 化

文 書検 索の 自動 化

文書 配 布の 自動 化

書 類作 成 支 援 の機 械 化

様 式検 査 の 自動 化

外 部 設置 型機 器 の開 発

関係 部 門間 の 連動

登録 型 事務 の オ ン ライ ン化

証 明型 事 務 の オ ン ライ ン化

照 会型 事務 の オ ン ラ イン化

官公庁間データベース ・ネットワーク

DSS

(DECISION

　 　 SUPPORT)

OFFICE

AUTOMAT　 ION

OFFICE

　AUTOMAT　 I　ON

VLDB

(VERY　 LARGE

　DATA　 BASES)

データベース

連想検索

図形処理

日本語処理

図形処理

日本語処理

文書向きデータベース

連想検索

光学的処理

分散処理

図形処理

日本語処理

インテリジェント端末

窓口用機器

文字 ・図形認識

分散データベース

文字 ・図形認識

日本語処理

大記憶

秘密保護
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表2.3　 国 際 競 争 力 の 確 保

社　　　会　　　的　　　要　　　請 メ　ソ　ド ロ ジ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン コン ピュー タ　 テク ノ ロジー

口0) (Ll) (L2} (M) (T) (CT)

国際競争力の確保 知識集約化 機械 ・装置数の高度 イ ン テ リ ジ ェ ン ス の 附 加 ROBOT 組 込 み コ ン ピュ ー タ

化 信頼度向上 (CAMを 含 む) パ ッ ケ ー ジ 化 ソ フ ト

多　様　化 企画設計期間の短縮 C　 A　 D 図形 ・画像処理

エンジニア リング データベース

並 列 ア ー キテ クチ ャ

技術開発力向上 技術情報の供給 情報検索の機械化 I　 R デ ー タ ベ ー ス

自然語処理

連想検索

設計作業の機械化 C　 A　 D 図形 ・画像処理

エンジニア リング データベース

並 列 ア ー クテ クチ ャ

実験の合理化 実験データ処理の自動化 LABORATORY セ ン サ ベ ー ス

実験データ処理の高速化 AUTOMAT　 I　ON 超計算機

省 エ ネ ・・省 資 源 省 エ ネル ギ ー制 御 エ ネル ギ ー消 費の 自動 制 御 ROBOT 組込 み コ ン ピーー タ

セ ン サ ペ ー ス

産業構造転換 新産業分野の育成 情報 処理 サ ー ビス

ソフ トウエ ア開発

TSサ ー ビ ス

フ ァ シ リテ ィマ ネ ジ メ ン ト

デ ー タ提供 業

VAN

コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ー ス
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表2.4 人 目 構 成 の 変 動

社　　　会　　　的　　　要　　　請 メ ソ　ド ロ ジ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン

　 　 　 　 　 ,

コン ピュ ー タ　 テ クノ ロジー

(LO) (D) (L2) (M) (T) (CT)

人口構成の変動 高　令　化 医療費の増加 医療事務の機械化 M/E セ ン サ ペ ー ス

医療検査の自動化 (MEDICAL 図形画像処理

病 院 リソース管 理 の機 械 化 ELECTRONICS) デ ー タ ベ ー ス

医 事情 報 の デ ー タベ ー ス化 連想検索

自動診断 イ ンテ リジ ェン ト端 末

予防医学の機械化 秘密保護

福祉負担の増加 生涯教育 C　 A　 I 組 込 み コ ン ピュ ー タ

マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス

日本語処理

図形処理

蓄積 ノ ウハ ウの利 用 I　 R
　 　 　 　 　 　 　 、

デ ー タ ベ ー ス

ス キ ル ズ ・イ ン ベ ン ト リ I　 R デ ー タ ベ ー ス

健康の維持 健康産業育成 ㎜COMPUTER 健康機器

新世代の拾頭 ファ ッ ショ ン化 個別利用 PERSONAL マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

単能 化(コ ンポネント化) COMPUTER 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

既製品化(使 いすて) パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト

ダ ー テ ィワー ク離 れ 単純作業の自動化 ROBOT セ ン サ ペ ー ス

製品の知織集約化 C　 A　 D 組 込 み コ ン ピュ ー タ

サ ー ビス業 の知 識 集 約 化 I　 R デ ー タ ベ ー ス
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表2.5　 社　会　の　情　報　化

社　 会　 的　 要　 請　 　 　 1　 メソド・ジー ア プ リ ケ ー シ ョ ン コン ピュー タ　 テ ク ノ ロジ ー

(LO) (L1) (L2) (M) (T) (CT)

社 会 の情報 化 社 会 システ ムの サ ー 医療 の シス テ ム化 医療事務の機械化 セ ン サ ー ベ ー ス

ビス性 ・経 済 性 向上 検査の自動化 M/E 図形 ・画像 処理

リソー ス管 理 の機 械 化 (MEDICAL デ ー タベ ー ス

医 事情 報 の デ ー タベ ース化 肌ECTRON　 ICS) 連想検索

自動診断 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

予防医療の機械化 秘密保護

教育の個別化 会話式の教育 組 込 み コ ン ピュ ー タ

CA　 I マ ンマ シン イン ター フ ェース

日本語処理

図形処理

防 災の シス テ ム化 モ ニ タ リ ン グ セ ンサ ー ベ ー ス

被害予測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

避難誘導

防 犯 の シス テ ム化 手口の情報検索 I　 R デ ー タ ベ ー ス

指紋等の照合 文字 ・図形認識

秘密保護

フ ァ ッ シ ョ ン化 へ の ア プ リ ケ ー シ ョ ンの 個別利用 RERSONAL マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

対応 個性化 単能 化{コ ンポネント化) COMPUTER 組 込 み コ ン ピュ ー タ

既製品化(使 いすて) パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 地域 間 ギャ ップ 均質情報サービスの普通 COMPUTER デ ィズ タル網

ギ ャ ッ プ NETWORK 図形画像伝送

世代 間 ギ ャ ッ プ 生涯教育 CA　 I 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

ゲ ー ム コ ン,ピ ュ 一 夕 ゲ ー ム

ア ー ト
コ ン ピ ュ ー タ ア ー ト

国　際 自動翻訳 1、ANGUAGE 大記憶

TRANSLATION 超計算機
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表2.6　 生 活 の 情 報 化

社　　　会　　　的　　　要　　　請 メ ソ　ド ロ ジ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ピュー タ　 テ ク ノ ロジー

(LO) (L1) (L2) (M) (T) (CT)

生 活 と コ ン ピ ュ ー タ 利便性の向上 複 合(モ ー ド)予 約 企業間組合せ予約 COMPUTER .デ ィ ジ タ ル 網

NETWORK 分 散 デ ー タ ベ ー ス

郵便 ・電話の近代化 蓄積交換網 TELEMAIL イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末

TELE-TEXT デ ィジ タル網

家庭の情報化 家 庭教 育の シス テ ム 在学学習 C　 A　 I イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末

化 VIDEO技 術

. ホ ビ ー コ ン ピ ュ ー タ　　ゲ ー ム HOBBY 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

COMPUTER パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト

コ ン ピ ュ ー タ　 　ア ー ト 画像処理

家庭の自動化 家電製品の高度化 プ ログ ラム　 制 御 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ

設備の 自動化 防　災 HOME セ ン サ ー ベ ー ス

防　犯 COMPUTER 組 込 み コ ン ピ ュ ー タ



2.4.5　 ボ 『トル ネ ッ ク と ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 関 係

社 会 的 要 請 と)ン ピ ュ 一 夕 ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 関 係 を 表2.7に ま と め た 。'

表2.7　 社 会 的 要 請 と コ ン ピ ュ ー タ ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン

低生産性分野
　公共サービス
　事務 と呼ばれる業務
　行　政
　流通業

国際競争力
　技術開発のスローダウン
　省エネ ・省資源
　輸出力の低下
　　　 (輸 出摩擦)

人口構成の変動

灘繕欝)}

社 会 の情報 化

　 医　療

　 教 　 育

　 過 密 化対 策

　 セ キ ュ リテ ィコス ト
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　 地域 間 ギ ャ ップ

　 国 際 ギ ャ ップ
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　　 Lab　Auto

　　 M　 E
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DECISION　 SUPPORT　 SYSTEM

OFFICE　 AUTOMATION

VERY　 LARGE　 DATA　 BASES

(inc1,CAM-COMPUTER　 AUTOMATED　 MANUFACTURING)
COMPUTER　 ASSISTED　 DESIGN

INFORMATION　 RETRIEVAL
LABORATORY　 AUTOMATION

MEDICAL　 ELECTRONICS

COMPUTER　 ASSISTED　 INSTRUCTION

LANGUAGE　 TRANSLATION
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2.4.4　 コ ン ピ ュー タ ・テ クノ ロジー へ の期 待

これ ま での 議 論 か ら コン ピ ュー タ ・テ ク ノ ロジ ーへ の 期 待 を ま とめ る と以 下 の よ うに な る。

① ハ ー ドウ エ ア

　 　 ハ ー ドウ エア に 関 す る期 待 は 極 め て 常識 的 で あ る。

　 　 　 　 ・　 計 算 速 度 の 向上(超 計 算機)

　 　 　 　 ・　 並 列 型 ア ーキ テ ク チ ャ

　 　 　 　・　 高集 積化(マ イ クロ ・コ ン ピ ュ ー タ)

　 　 　 　・　 記 憶 容 量 の 向上(大 記 憶)

　 　 　これ らの 項 目を 常 に 同 時 に満 たす 必 要 は な さそ うで あ る。

② 　 プ ログ ラム

　 　 　2つ の 傾 向 が認 め られ る。 パ ッケ ー ジ化,す な わ ち完 成 度 の 高 い プ ロ グ ラ ムへ の 工夫 と,

　 ゲ ー ム ・ア ー トな ど よ り人 間 に 近 い 分野 へ の 接 近 で あ る。

　 　 プ ロ グ ラ ムの完 成 度 と して は,ハ ー ドウ エ アは む ろ ん の こと,プ ログ ラム に つ い て も,現

　 在 の 家電 製 品 にみ られ る ぐ らい の完 成 度 が求 め られ よ う。

　 　 人 間 の頭 脳 の機 能 を 追 求 め る ソ フ トウ エア は人 工 知 脳(Artificial　 Intelligence)の 研

　 究 分 野 で あ る。 人 間 の代 役 を 創 り出 す こ とを もっ て,そ の 目的 と考 え て い る人 は 少 な く,む

　 しろ機 械 の もつ 可 能 性 の 追 求 とみ た方 が 良 さそ うであ る。 た ん にデ ー タを 処 理 す る機 械 か ら,

　 考 え るイ ン タフ ェ ース を 有す るシ ス テ ムへ と一 世 代 を画 すべ き可 能性 が 秘 め られ て い る。

③ 　情 報 産 業

　 　 技 術 とい う区 分 に は 入 らない が,省 エネ ル ギ ー ・省 資源 を 達成 す るチ ャ ン ピオ ンで あ る。

　 単 な るプ ロ グ ラム作 成業 か ら脱皮 し,知 識 産 業 の一 翼 とな るため に は,こ れ か ら多 くの専 門

　 的 ノ ウハ ウを まとめ ね ば な らな い。

④ 　通 　 　信

　 　 通 信 の 分野 は大 き な変 革 を経 て き たが,さ らに大 きな 技術 革 新 が 予 想 で きる。 ロー カル ・

　 ル ー プ ま で含 め れ ば,ほ とん どの ア プ リケ ー シ ョ ンが 通信 系 との イ ン タ フ ェ ー ス を含 ん で お

　 り,通 信 は コン ピュ ー タ利 用 へ の 基 本 的 技 術 に な りつ つ あ る。

　 　 な か で も公 共 サ ー ビス の ネ ッ トワ ー ク化 や,企 業 間 ネ ッ トワ ー クは,利 便 性,効 率 性 な ど

　 の点 か ら,コ ン ピュ ー タに よ るサ ー ビス の 質 を ま った く新 た な水 準 に 到 達 させ る ことに な ろ

　 う。

　 　 家 庭 の 中へ の コ ン ピ ュー タの進 出 も,い ろ い ろな コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ギ ャ ップ を解 消 し,

　 双 方 向型 の マ ス コ ミュニ ケ ー シ ョンが可 能 とな るなど,通 信 の 効 用 は 大 で あ る。

⑤ 　 デ ー タベ ース

　 　 コン ピ ュー タは プ ログ ラム に よ って,デ ー タを 処理 す る道具 で あ る。 プ ログ ラム につ い て
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　は,プ ログ ラ ミン グ言 語,オ ペ レー テ ィン グ ・シ ステ ム,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム な

　 ど の形 で 多 ぐの 研 究 開発 が行 われ て きて い る。 デ ー タは そ の点 大 い に 遅 れ て い る。 入 出力制

　御,DBMSと い った 範 囲 が現 在 技 術 の 水 準 で あ ろ うか。 理 論 も実 務 もデ ー タに つ いて の ア

　 ブ ロ ーチを 十 分 に 行 って きた とは いい 難 い。

　 　最 近 多 くの研 究 が デ ー タベ ース に対 して行 われ る よ うに な っ た こ とは 喜 ば し い・ プ ログ ラ

　 ム 並 みの 技 術 水 準 に 到 達 す るの は いつ か は予 想 で き な いが,大 き な技術 的 進 歩 が期 待 され て

　 い る。 個 別 テ ー マ と して 取 上 げ る分野 の 第1で あ る。

⑥ マ ンマ シ ン ・イ ン タフ ェ ー ス

　 　 コ ン ピ ュ ー タ関連 の技 術 の うちで最 もな お ざ りに され てい た 分野 で あ る。 コン ピ ュー タの

　 使 用 者 は専 門 家 だ とい う前提 が い つ の まに か横 行 す るよ うに な って し まっ た。 その 結 果,コ

　 ン ピュ ー タの 世 界 ほ ど 外部 か ら不透 明 な と こ ろは な い と い われ て い る。 技 術 水 準 として み る

　 と,専 門家 しか 操 作 で きな い と い うの は,未 完 成 を 意 味 して い る とい って よか ろ う。 製 作 者

　 が 肩 を 貸 さな い と動 か せ な い 自動 車 で あ って は 困 る。

　 　 技 術 的 課題 と して は 自然 語,特 に 日本 語 の 問題,.図 形 ・画 像 ・音 声 な どア ナ ロ グ情 報の 問

　 題,信 頼 性,柔 軟 性,そ の ほ か人 間が コン ピ ュー タに 接 す る うえで 必要 とな る全 て の 問題 が

　 含 まれ る。

⑦ 組 込み コ ン ピ ュー タ

　 　 コ ン ピ ュー タを 部 品 と して 組 込 んだ 全 ての シ ス テ ム を指 す。 マ イ ク ロ ・コン ピ ュ ー タの性

　 能 が 急激 に改 善 され た結 果,中,大 型 コン ピ ュー タに よ って制 御 した よ うな ア ブ。リケ ー シ ョ

　 ンが 組込 み形 へ と移 行 しつ つ あ る。 好 例 は 汎 用 コン ピ ュー タや 周辺 装置 で あ って,チ ャ ネル

　 装 置 や 主 要 な周 辺 装 置 は組 込 み 形 へ と変 身 しつ つ あ る。 イ ン テ リジ ェ ン ト・ター ミナル も同

　 様 で あ る。

　 　 産 業機 器,輸 送 用機 器,兵 器 な どの 分野 で は.技 術 の高 度 化,機 能 の複 雑 化 に と もな って,

　 マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タの利 用 が盛 ん で あ り,家 庭 用 電器 の世 界 で も同様 の傾 向 が 明 らか で

　 あ る。 非 常 に 広範 な 応 用 分野 なの で,統 一 的 に は と らえ難 い が,省 エ ネル ギ ー ・省 資源 へ の

　 影 響 が 非 常 に 大 きい こ とは,前 出の 通 りで あ る。

⑧ セ ンサ ー ・ベ ー ス

　 　 コ ン ピ ュー タの シ ス テ ム と しての 問 題 点 は 入 力 と 出力 の 部 分 に あ る と い われ て い る。 人手

　 が介 入せ ざ るを 得 な いか らで あ る。 セ ンサ ー入 力,制 御 信 号 出 力 の方 式 は,人 手 の 介 入 が な

　 くな るた め,正 確 さ,即 応 性,経 済 性 な どの 面 で非 常 に優 れ て い る。

　 　 セ ンサ ー ・ベ ー ス ・シス テ ムの 眼 目は,正 確 で信 頼 度 が高 く,か つ安 価 な セ ンサ ーの 開発

　 であ る。 パ タ ー ン情 報 シス テ ム等 の技 術 開発 に よ り,図 形 ・画 像 ・音 声 な ど を 入 出 力 とす る

　 デ ー タ処理 が発 展 しつ つ あ る。 組 込み 形 ア プ リケ ー シ ョンの 中 には セ ンサ ー ・ベ ース を 前提

　 とす るもの が 多い。
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第3章'第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム の 目標 像

ろ.1　 周 辺 環 境 の イ メ ー ジ

　 第5世 代 の コンピュー タ ・システムの 目標像 とは具 体 的 に い う と"1990年 代 に お け る コ ン ピ

ュータ ・システムを想定 し,そ の 中 で,1980年 代 に研 究 ・開 発 を促 進 す る必 要 の あ る コ ン ピュ

ータ・システム"・とい う こ とに な る
o

　 産 業 予測 に よれ ば 今 日の コ ン ピュー タ産 業 の規模 が500億 ドル で あ るの に 対 して1980年

代 末 に は2,000億 ドルに生 長 す る とい うこ とで ある。 今 日では500億 ドル中IBMの シ ェア

が200億 ドル とい う他 産 業 に は 見られ ない形 態 を とって い る。 国 際 社 会 に お け る我 が国 の 立場

を考 え,そ の役 割 につ い て考 え る と,コ ン ピュー タ産 業 の 可成 りの 部 分 を我 が 国 で分 担 す る 責務

の あ る こ とは 明 らか で あ る。

　 一 方,コ ン ピュ ー タ をめ ぐる技 術 の進 歩 に よっ て性 能/価 格 比 の 大幅 な向上 が予 想 され て い る。

LsI記 憶 やDiskな どでは 今 後10年 間 に ビッ ト当bの 価 格 は更 に1/10に 低 下 し,処 理 装

置 で はLSIの 本 格的 な導 入 に 成 功 す れ ば更 に大 幅 な性能/価 格 比 の 向上 が 見込 まれ る。

　 これ らの事 実 を別 の観 点 か らみ れ ば,1990年 代 に は現 在 の100倍 近 い情 報 処理 の需 要 が

想 定 さ れ て い る こ とに な る。 コ ン ピュー タ産 業 としては,こ の よ うな需 要 の 大幅 な拡 大 に 備 え る

と共 に,実 需 を生 み 出 す た め の 積極 的 な努 力 が必要 で あ る。 従 来 の コ ン ピュー タ産 業 の主 た る対

象 は 事 務 計 算 で あ り,　 そ の需 要 の伸 び に よって支 え られ て きた が,こ の 分野 の発 展 は ほ ぼ定 常

状 態 に達 してfo　b,10数 年 の 間 に100倍 とい っ た発 展 は望 め な い。

　 従 っ て新 しい応 用 分 野 の開 拓 と利 用 方 式 の 開発 とに心i掛け る必 要 が ある。 情 報 産 業 の よ うに高

度 に知 的 な産 業 では 応 用 分 野 の拡 大 や利 用 方 式 の発 展 を ユー ザ側 の 努 力 の み に期 待 す る こ とは で

き な い し,逆 に情 報産 業,あ る いは コ ン ピュー タ産 業側 の努 力 の み でで きる わ け で もない。 ユー

ザ側 の 協 力 を得 なが ら,コ ン ピュー タ産 業 の側 で,新 しい応 用 分野 の 可能 性 を示 し,新 しい利 用

形態 の 例 を示 す こ とに よ っ て需 要 を生 み 出 して ゆ く必要 が ある。

　社 会 が コン ピュー タ産業,情 報 産 業 に対 して漠 然 とい だ い て い る基 本 的 な 二二 ズに は 次 の よ う

な もの が ある。

　 1)必 要 とす る情 報 へ の 即 時 でか つ 容 易 な接 近 を可 能 にす る こ と。

　　 　 容 易 な接 近 を実 現 す るた め に は人 間 の持 って い る漠然 と し た要 求 を 明 確 な要求 に顕 在 化 す

　　 る ため の技 術 も含 まれ る。 多 岐 に わ た る膨大 な情 報 を貯 え,そ の 中か ら関連 す る情 報 を と り

　　 出 して提 供す る ため に は研 究 を要 す る多 くの課 題 が あ る。

　 2)知 見を獲 得 す る に 必 要 な大 規 模 な情報 処 理 を 可能 にす る こ と。　 iμ

　　 　 自然 科 学 で 必要 とす る多 くの 実 験 を コン ピ ュ ー タの上 で シ ミュ レー トす る こ とに よ り,多

　　 くの発 見 が行 なわれ る可能 性 が あ る。 社 会 科 学 の 分野 で も シ ミュ レー ト技 術 を駆 使 す る こ と

　　 に よ り多 くの知 見が 得 られ る。
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　 　 これ らは ま た工 学,経 済,政 治 の 分野 で の利 用 に もつ な が り,社 会 の あ り方 に大 き な影 響 を

　 　 及 ぼ す。

　 3)奴 隷 ロボ ッ トに 象徴 され る よ うに 人 間 の業 務 の一 部 を肩替bす る こ と。

　 　 　 コ ン ピ ュー タ制 御 に始 ま っ て次 第 た対 象 が 多岐 に わ た り,知 的業 務 の 肩替 りを ど こ まで や

　 　 らせ る こ とが で きるか。 これ に よ り個 人 の 能 力 ゐ大 幅 な拡 大 が 期 待 さ れ,人 間 間 の 業務 分 担

　 　 に よる共 同作 業 とは異 な った 新 しい能 力の 開 発 につ なが る可 能 性 も あ る。

　 これ ら基 本 的 な ニー ズ の中,社 会 の 要求 を考 慮 して どの 部 分 を どの程 度 ま で具 体的 な需 要 に結

び つ け を努 力 をす るか,ま た夫 々の 時代 の シー ズ技 術 を考 え,ど の程 度 の もの を 目標 とす るか を

検 討 す る こ とが,本 研 究 の 目的 の一 つ とい うこ とが で きる。

　 それ では1990年 代 ま でに 利 用 で きる大 きな シー ズ技 術 と しては どの よ うな もの が考 え られ

るか,代 表 的 な もの を次 に列 挙 して お く。

　 1)VLSI技 術

　 　 　 LSIな い しVLSIを コ ン ピュ ー タ技 術 に全 面 的 に 取 入 れ る こ とは今 後 の コン ピ ュー タ

　 　 技 術 の飛 躍 的 な発 展 に不 可 欠 で あ る。 内部 記 憶 へ の導 入 に つ い て は既 に 順調 に進行 してお り,

　 　 見通 しも立 て易 い。 論 理装 置 へ の導 入 は マ イク ロプ ロセ ッ サが そ の端 緒 と なって い るが,高

　 　 性 能 プ ・セ ッサへ の導 入 方 式 に つ い て は未 解 決 で あ り,そ の 動 向 が コン ピュー タ技術 の 発展

　 　 の 方 向 を決 め る大 きな要 因 とな ろ う。

　 　 　 導 入 の形 態 と して は次 の三 つ が考 え られ,目 的 に応 じ,体 制 の 整 備 に 応 じて適 当 に使 い分

　 　 け られ る もの と思 う。

　 　 a)プ ロセ ッサー 記憶 一 ス イ ッチ の組 合 せ で シス テ ムを構 成 して ゆ く考 え 方 で あ って,プ ロ

　 　 　 セ ッサ と しては マ イク ロプ ロセ ッサ に見 られ る1チ ソ プ プ ロセ ッサ を前 提 とす る もの で あ

　 　 　 る。VLSI化 が進 む と1チ ッ プに10万 ゲー ト程 度 の 現行 大 形 プ ロセ ッサが収 容 可 能 で

　 　 　 あ り ・小 規 模 シス テ ム,知 能 端 末 な どは こ の方 式 で 十 分 実 現 で きる。

　 　 b)機 能 モ ジュー ルをLSIま た はVLSIで 実 現 し,そ の 組 合 せ で 大 規 模 シス テ ムを実 現

　 　 　 す る方 式 で あ る。 機 能 モ ジ ュー ルの 選択 とその 組合 せ 技術 を今 後研 究 す る必要 が あ る が,

　 　 　 超 大型 シ ステ ム実現 の た め に は是 非 と も実 現 した い 設 計 手 法 で あ る。

　 　 c)従 来 の ゲー トレ ベル の設 計 手 法 をそ の ま ま踏 襲 した 設計 手 法 で設 計 を行 ない,そ の あ と

　 　 　 でLSI,VLSIへ の 分 割 を行 な う。 大規 模 シス テ ム設 計 の た め に は優 れ たCADシ ス

　 　 　 テ ムが 必 要 に な るo

　 　 　 階 層 形CADシ ス テ ムは 機 能 モ ジ ュ ー ル 自体 を設 計 す る た め と,そ れ を組 合 せ,よ り大 きな

　 　 VLSIチ ップを設 計 す るた め との2つ の面 で のCADシ ス テ ム と して研 究 開発 が 必要 と さ

　 　 れ て い る シス テ ムで あ る。

　 　 　 b),c)い ず れ の設計 手法 を と る に して もCADシ ス テ ムの重 要 性 は大 きい。
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2)通 信 技 術 との融合

　 　各 種 の 分 散 処 理 シス テ ムを実 現 してゆ く上 で通 信技 術 を計 算 機 技 術 に取 入 れ融 合 させ て ゆ

　 くこ とが 望 まれ る。 例 え ば衛 星通 信 に よる広 域 計 算機 網 の実 現,光 通 信 技術 に よる プ ロセ ッ ー

　 サ間 高 速 伝 送 路 の 実 現 な どを介 して,シ ス テ ムの構 成 方 式,利 用 形 態 な どに大 き な影 響 が あ

　 る もの と考 え る。 光 を用 い た ア ナ ログ処 理 技 術 な ど も周辺 機 器 関連 技 術 と して ゆ るが せ にで

　 き ない。

3)周 辺 機 器 技術

　 　端 末 な どが 従来 機 械技 術 に依 存 して いた部 分 の電 子 化 を進 め る こ と に よ って,信 頼 度 を高

　め,無 保 守機 器 と なっ た こ とは価 格 の 低 下 と共 に情 報 機 器 の広 般 な普 及 に 大 き く貢 献 し,計

　算 機 技 術 の あb方 に も大 き な影 響 を及 ぼ す もの と考 え る。 主 記憶,論 理 装 置 の価格 はLSI

　技 術 に よっ て更 に大 幅 に低 下す る こ とが 予想 さ れ る だ け に,周 辺 機器 の価 格 を低 下 さ せ る技

　術 開 発 の重 要 性 は 更 に増 す こ とに な ろ う。

　 　周 辺 記 憶 につ い ては 現 状 技 術 の 延 長 で 尚 急速 な進 歩 が期 待 で きる もの と考 え られ,デ ー タ

　ベー ス実 現 につ い て も記 憶 装置 よ り も格 納 す べ きデー タの 作 成 法,管 理 法 に よ り大 き な問題

　が あ る。 画像 な ど非 コー ド化 デー タの蓄 積 技 術 の開 発 も重 要 で あ る。

4)人 工知 能 技術

　 　コ ン ピ ュー タに 人 間 の 代 り をさ せ よ う とい う発想 は 当 然 の こ と なが ら古 くか らあ っ た。 文

字認 識,機 械 翻訳 など多 くの 例 に み る よ うに,当 初 す ぐに も実用 化 で きる だ ろ う と考 え て始 め

　た 多 くの プ ロジ ェ ク トが,い ざ開始 してみ る と難 か しい こ と が わか って 実用 に結 びつ か ず に 、

　終 っ た。 この こ とがそ の後 の計 算 機 に よる援 助 シス テ ムの 発 展 を促 し,人 間 と コ ン ピ ュー タ

が夫 々得意 とす る 分 野 を 分 担 し協 力 して作 業 を進 め る こ との で きる シス テ ムが理 想 的 な シス

　テ ムと考 え られ る よ うに な った。

　 一 方,人 工 知 能 の研 究 のそ の後 の 発 展 に よ り,よ り広 範 囲 に わ た っ て コ ン ピュー タ側 が分

担 で きる 可能 性 が 生 まれ て きた。 例 え ば,人 間 と コ ン ピュー タ間 の 意 志 の 疎通 の た め に プ ロ

　グ ラ ム言 語 が用 い られ て きた が,人 間 に とっ て よ り 自然 で 使 い 易 い 自然 言語 が用 い られ る可

能 性 が生 まれ て き た とい っ た こ とが あ る。 ま た 必要 な知 識 を蓄 積 し,必 要 に応 じて これ を取

　り出 して表 示 す る とい った 機 構 も推 論機 構,学 習 機 構 な どの研 究 成 果 を 取 り込 ん で実 用 化 で

　き る可 能 性 が生 まれ て きた。

　 　人工知能 の研究 で得 られた成果を今後の コンピュータシステ ムに取入れて実用面 に役立て ることは

　 コン ピュー タシステムの知的 レベルを向上 させ る ことによって応用分野 の拡大 に本質的な寄与 が あ る'

　だけでな く,人 工 知 能 の 今 後 の発 展 の た め に も役 立 つ もの と信 じる。

　上 述 の シー ズ を育 て,旦 つ 今 日の 社 会 が要 求 して い る に もか か わ らず,そ の要 求 の満 た され
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て い ない テ ー マ と して は次 に か か け る よ うな も のが あげ られ る。

　 (1)使 い易 ら シス テ ムの追 求

　 (2)非 定 形 業務 へ の コ ン ピュー タ利用 。

　 (3)　非 数 値 デー タ処理 を含 む知 的 シス テ ムの実 現。

　 (4)デ ー タ ベー ス を中心 とした 巨 大 情報 シス テ ムの 実 現。

　 (5)　 巨大 計算 の で きる シ ミュ レー タ向 き コ ン ピュー タの 実現。

以 下 の 各項 目で は,こ れ らの シス テ ムの イ メー ジ と,上 述 の シー ズや ニー ズの 関 連 に つ い て述

べ る こ とにす る。

⑱

ろ.2　 使 い 易 い シ ステ ム

　 情 報 シス テ ムを普 及 させ,人 間 社 会 に 円滑 に 受 け 入 れ させ るた め に は,人 間社 会 の 誰 か ら も嫌

われ る こ と な く,広 く愛 され て積 極 的 に利 用 され る シス テ ムに 持 って ゆ く こ とが 必 要 で ある。

　 使 い 易 さの 問題 は 最 終 的 に は最 終 ユ ー ザ に とっ て の使 い 易 さに帰 す る に して も,シ ス テ ムの所

有 者 ・運 用 者 ・利 用 者 と いっ た立 場 の違 い に よっ て異 な り,あ る立 場 か らは使 い 易 い と評 価 され

る性 質 が 他 の立 場 か らみ る と使 い 難た い と評 価 され る こ と もあ る。

　 こ こで は,使 い易 さの 問題 を(1)シ ス テ ム構 成,(2)マ ンマシン ・イ ンタフ ェー ス,(3)知 識 ベー ス と

言語,(4)シ ス テ ムの性 能,機 能 とい った面 か ら見 て,研 究 開発 項 目を明 らか に して み た い。

　 (1)　 シス テ ム構 成 の立 場 か らは,端 末 が手 元 に あ る こ と,信 頼 性 の 高 い こ と,計 算 機 シス テ ム

　 　 とユ ー ザ シス テ ム との構 成 の 間 の 対 応 が よ くつ い て い る こ と,拡 張 性 ・柔 軟 性 ・適 合 性 の あ

　 　 る こ と,保 守 ・管理 が容 易 な こ と な どが あげ られ,分 散 処理 シス テ ムの 指 向 して い る方 向が

　 　 これ に近 い。 こ こで い う分散 処 理 シ ス テ ムに は通 信 回線 に よっ て結 合 され た 広 域 分散 シス テ

　 　 ム も当然 含 まれ るが,各 サ イ トの シス テ ム と してみ た ときに も機 能 分散 され た プ ロセ ッサ の

　 　 集 合 か らな る シス テ ム とい う意 味 も含 まれ て い る。

　 (2)マ ンマシ ン ・イ ンタフ ェー スの 問 題 は次 の 観 点 か ら使 い 易 さ の追 求 に とっ て 重 要 な課題 であ

　 　 り,ま た 今後 の研 究 に よ って大 幅 な改 善 が期 待 さ れ る分 野 で あ る。 人 間 が 他 の 人 に 対 す るの

　 　 と同 じよ うに コ ン ピュー タに対 す る こ とがで きる こ とが 一 つ の理 想 形態 と考 え る と,こ れ を

　 　 実現 で きる よ うにす るた め に は 人 間 が 持 って い る の と同様 の 多 く感 覚 器 官 を持 ち,ま た人 間

　 　 の 感 覚 器 官 の すべ て に働 きか け る こ との で き る シス テ ムにす る こ とで あ る。

　 　 　 これ に 近 づ け る た め には 入 力 に つ い て も,今 日の よ うに鍵 盤 に頼 る だ け で な く,音 声 ・文

　 　 字 ・図形 ・画像 とい っ た各 種 の 入 力媒 体 を同 時 に 用 い る こ とが で き,出 力 に つ い て も文字 に

　 　 よ る 出力 だけ で な く,音 声 ・図 形 ・画像 とい っ た各 種 の媒 体,更 には 手 足 に 相 当す る運 動器

　 　 官 な どが使 え る こ とが望 ま しい。

　 　 　 この 実現 の た め には 人 間 工学 的 な面 の研 究 を 加味 しなが ら,非 数 値 デー タの 処 理 方 式 の研
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　 究 を 幅 広 く行 な う必 要 が あ る。

(3)知 識 ベー スや 言 語 を と り上 げ た のは 知 能 レ ベ ルの高 い 相手 は使 い易 い とい う立 場 か らで あ

　 る。 ソフ トウエ ア作 成上 の主 要 な障 害 の 一 つ と して 人 間 が持 って い る こ とが あ た りま え と考

　 え られ て い る知 識,す なわ ち常識 とい うもの と,コ ン ピュー タの 持 って い る知 識 との 間 の差

　 が ひ どす ぎる こ とに あるo相 手 が人 間 で あれ ば適 当 に判 断 して くれ る筈 の事 柄 に ま で細 か な

　 指示 が 必 要 で あ る。 この 問題 を解 決 す るた め に は,一 口で いえ ば 常識 を持 っ た コ ン ピュー タ

　 シス テ ムを 実 現 す れ ば よい訳 で,指 示 さ れ なか った 事 項 に つ い て は知 識 ベ ー ス の 中 か ら適 当

　 に 関連 事 項 を 引 出 して判 断 して くれ る こ とが 望 まれ る。 す べ て の 分野 に つい て,こ の こ とに

　 期 待 す る の は 当面 無 理 が あ る に して も,一 方 で は,カ ナ漢 字 変換 に見 られ る よ うに既 に或 る

　 程 度成 功 して い る もの もあ る。 情報 処 理 を進 め る上 で最 大 の 降路 と なっ て い る デ ー タの 入 力

　 量 な どの問 題 も,過 去 に入 力 した デー タ を活 用 す れ ば 大 幅 に減 少 させ られ る こ とが 多 く,こ

　 れ ら も知 識 の集 積 と活 用 の問題 とみ る こ とが で きる。

　 　 言 語 に つ い ては 自然 言 語 に よ る コ ン ピ ュー タとの 意 思 疎通 の問 題 が い ろい ろ な レベ ル で研

　 究 され て い る。 自然 言 語 の持 つ あ い ま い さは 必 ず しも使 い 易 さ に つ なが らな いが,あ い ま い

　 さ を カ バー す る の は常 識 す なわ ち シス テ ムの 持 つ知 識 で あ り,自 然 言 語理 解 と知 識 デ 一 夕ベ

　 ー スの 間 に は 密 接 な関 係 が あ る。 非 手 続 き言 語 の よ うに書 き易 い言 語,理 解 し易 い 言 語 の問

　 題 も使 い 易 さの観 点 か ら重 要 で あ る。

(4)　 シス テ ムの 性 能 ・機能 とい った 面 では,性 能/価 格 比 が 良 く,応 答時 間 の 短 い こ と な ど

　 が 当然 の こ と なが ら使 い 易 さのた めに重 要 な条 件 で あ る。

　 　 Security,　 Integrityの 問題 も安 心 して使 え る シス テ ムとす る た め に,ま た 社 会 か ら

　拒 否 され る こ との ない た め に も重 要 で あ る。 仮 想 記 憶,仮 想 端 末 な どの各 種 の仮 想 化 概 念 も

　 シ ステ ムを わ か り易 い もの と し,使 い 易 い シス テ ム とす る の に重 要 な機 能 とい え る。

　 　使 い 易 さ の一 つ の 目標 と しては,隣 人 に 聞 くよ うに コ ン ピュー タを意 識 せ ず に誰 で もが気

　楽 に使 え る シス テ ム とい う こ とが で き,こ の た め に は 人 間 に と って 自然 な情 報 伝 達 手 段 に素

　 直 に マ ッチ した シス テ ムで連 想 機 能 ・学 習機 能 ・推 論 機 能 な どを備 え た知 的 な シ ン テ ムで あ

　 る 必要 が あ る。

5.5　 非 定 形 業 務 へ の コ ン ピ ュー タ利 用

　 コ ン ピュー タの主 要 用 途 は 従来 反 復作 業 の 多 い定 形 業務 に 限 られ,反 復 作 業 部 分 に対 して プ ロ

グ ラムを準 備 す る こ とに よっ て 自動 化 が進 め られ て きた。 この際,反 復 作 業 部 分 が可成 りの ま と

まっ た作 業 量 を持 っ て い るこ とが前 提 で あ っ た。 た とえ 反 復 作 業 で あって も単 純 作 業 で デ ー タの

入 出 力量 が相 対的 に 多 い もの で は入 出力 に多 くの人 手 を要 し,利 点 が現 わ れ に くい。

　非定形業務 の中には小規模 な反復作業 が組合わ され て構 成 されている もの も多い。 設計作業 な
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どは この典 型 的 な例 とい え る。 非定 形 業 務 の一 例 と して 設 計 の問 題 を とbあ げ,CADシ ス テ ム

を 中心 に以 下,論 議 を進 め る こ とにす る。

　 この よ うな業務 を コン ピュ ー タ化す るた め に は,作 業 に 用 い られ る デー タは 常 に コ ン ピュー タ

側 の デ ー タベ ー ス に 格 納 し,細 か な 作 業 を人 間 が 逐 次 プ ロ グ ラ ム を 指 定 す る こ と に よ つ

て す す め る 方 式 に す る必 要 が あ る。 デ ー タを人 手 に よ っ て直 接 修 正 す る場 合 に も エデ ィ タ な ど

を介 して デー タ ベー スを ア プデー トす る 方 式 を と る。 換 言 すれ ば、 デー タベ ー スを 中心 と した一

貫 した業 務 シス テ ムを作 り上 げ る こ とが コ ン ピュー タ に よ る業 務 援 助 シス テ ムの理 想像 で あ り,

設 計 シス テ ムに 例 を とれ ば,要 求仕 様 の 記述 か ら設 計 を経 て製 造 デ ー タ作成 に 至 るで きる だけ 広

い範 囲 を包含 した一 貫 シス テ ムに す る 必要 が あ る。 ま た設 計 の思 考 段 階 で 必 要 とす る過 去 の設 計

例 な どの各種 の情 報 が デー タ ベー ス と して保 管 され て お り,必 要 に応 じて 設 計 者 の 前 に表 示 され

る こ とが 望 まれ る。 表 示 す べ き関連 デ ー タに つ い て設 計 者 が 明確 な指 示 をす るの で は な く,た と

え あい まい な指示 を して も関連 ある デー タベ ー ス が ア ク セ スされ る こ とが望 まれ る。

　 デー タの 処 理 方 式 に つ い て も設計 者 が プ ログ ラムの 形 で 明確 に指 示 す るの で は な く,評 価 基 準

の よ うな希望 条 件 を示 す だけ で,あ とは プ ログ ラムが 自動 作 成 さ れ る よ うな体制 が望 ま しい が,

こ の実 現 のた め に は 尚 多 くの基礎 研 究 と,経 験 の集 積 が 必要 と思 われ る。

　知 識 デー タ ベー スは作 業 に よ って与 え られ た知 識 を 取込 む こ とので きる学 習機 能 を持 つ こ とが

望 ま しい。 一 気 に この 目標 を達 成 す る こ とは 困難 と思 うの で,知 識 と して教 え た こ と を整 理 して

格 納 す る能 力 をそ の 前段 階 と して一与え る 方 式 に つ い て研 究す る必 要 が ある。

　 設 計 者 が 他 の 共 同 設計 者 と協 力 して作 業 を進 め る場 合 と同 じか,そ れ以 上 に 自 由 な形 式 でCA

Dシ ス テ ム と意 志 の疎 通 がで きる よ うにす る こ とが大 切 で あ る。 これ には上 述 の知 識 デー タ ベー

ス な どに よb,CADシ ス テ ムが設 計 者 と同程 度 の知 識 を持 っ て い る こ とが 前 提 と な るが,そ の

他 に も各 種 マンマシン ・インターフ ェ ー スが完 備 して い る こ とや十 分 高 速 に 応 答 す る こ と な どが必

要 条 件 に な って くる。

　 設 計 で は 図 面 に よ る情 報 の交換 が重 要 な こ とは い うま で も ない。 機 械設 計 な どで は 更 に三 次 元

物 体 表示 な どに よっ て模 型 に よる設 計 の評 価 ・確 認 に 変 え るこ と もで きる。

　 図 面 は それ に よっ て 多 くの抽 象化 され た情 報 を含 ん で い る か ら,画 像 を絵 素 の集 合 と して と ら

え る の とは違 って,意 味 を理 解 した情 報 の格 納技 術 に よ って デー タベ ー スに 記 憶 させ る必 要 が あ

るo

　 CADシ ス テ ム を介 した 多数 の設 計 者 の協 力作 業 を 考 え る と,設 計 著 聞 の 情 報 伝 達 の手 法 や管

理 者 のCADシ ス テ ムを介 しての管 理 技 術 な ど解 決 を 要 す る独 得 の問題 もあ る。

　 設 計 結 果 の評 価 に は シ ミュ レー シ ョンに よる評 価 が 不 可 欠 で あ り,こ れ に は 多 くの 場 合,膨 大
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

な処 理 能 力 を必 要 と し,ス ー パー コン ピュ ー タ が必 要 に な る こ とが 多 い。　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 以 上CAD/CAMシ ス テ ムを中心 に 非定 形 業 務 へ の コ ン ピュー タ利 用 の 問 題 点,研 究 開発 を
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必 要 とす る課 題 な どに つ い て 述 べ て きた が,一 方 で コ ン ピュー タ技 術 自体 が,VLSIの 導 入 に

よ って今 後 の飛 躍的 発展 の た め に 大規 模且 つ 本 格 的 なCAD/CAMシ ス テ ムの実 現 を緊 急 の課

題 と して い る。

　 また一 般 の 管理業 務 に つ い て も管 理 業務 の質 の 向.上 と生 産 性 向上 を進 め る た め の支 援 シス テ ム

と して コ ン ピュー タの導 入 を真 剣 に検 討 す べ き時代に な って い る と思 われ る。

■

■

5.4　 非 数 値 デ ー タ処 理 を 含 む 知 的 シ ステ ムの 実 現

　 人 工知 能 で 目標 と して い る よ うな 少 し知 的 な課題 に コン ピュー タを応 用 し よ うとす る と今 日の

コ ン ピュ ー タの性 能 ・機 能 がそ の よ うな 目的 に 向い て い な い こ とに驚 か され ,こ れ を打破 す る も

の と して非 ノ イ マ ン形 コ ン ピュ ー タ に対 す る漠 然 と した期 待 が生 じて きて い る。

　 期 待 され る性 能 を発 揮 で きない原 因 と して は い ろい ろ な立場 か ら論 じる こ とが で き よ うが,こ

こ では 次 の3つ の点 か ら論 じる。

　 (1)　 非数 値 デ ー タ処理 能 力 の 低 い こ と。

　 (2)連 想機 能 ・推 論機 能 な どの 不備

　 (3)　 ノ イ マ ン形 言語 に よ る プ ログ ラ ミング

　 従 来 の コン ピュー タが数 値 デ ー タに つ い ては 可成 りの処理 能 力 を 発揮 して きた の に対 して,文

章 ・図形 ・画像 ・信 号 とい っ た非 数 値 デー タに 対 しては それ らに 適 した デ ー タ構 造 の用 意 が な く,

ま た どの よ うな処理 機 能 を用 意 す れ ば 良い か に つ いて も十分 な知 見 が得 られ て い なか った。 近 年

の パ タ ー ン処理 技 術 や 人 工 知 能 の研 究 に よ って 必要 な処理 機 能 に つ い ての 目安 も立 って きた。 一

方,LSI技 術 の発 達 に よっ て従 来 経 済 的 に 不可 能 と考 え られ て い た処 理 機 能 の ハー ドウエ アに

よる実 現 が可 能 とな り,各 種 の パ ター ン処理 プ ロセ ッサ の試 作 な ど が始 め られ て い る。

　 この 方 面 の研 究 を促 進 し知 能 レ ベ ルの 高 い シス テ ムを実 現 す る た め には非 数 値 デー タ処 理 能 力

の優 れ た プ ロセ ッサ を用 い て 実用 的 な実験 研 究 を進 め る必 要 が あ る。

　 各 種 の 知識 理 解 シス テ ムを実 現 す るた め には 連想 機 能 ・学 習 機 能 ・推 論機 能 とい っ た機 能 を あ

る程 度 ハー ドウエ ア と して高 速 に 処理 で きる プ ・セ ッサが 必 要 に な る。 シス テ ムの知 能 レ ベ ル を

高 め るた め には 多 くの情 報 を貯 え る だけ で な ぐ,こ れ らを連 想 とか 推 論 とい う言葉 で代 表 され る

よ う な機 構 を用 い て 必要 な情報 を高 速 に取 り出せ な くては な らない。

　 ま た シス テ ムの知 能 レ ベ ル が 自然 に 向上 して ゆ くため に は 入 力 され た新 しい情 報 が,そ の 後 に

知 識 と して役 立 て られ る よ うな形 で貯 え られ る 必要 が あ る。 これ を行 な うの が学 習 の機 構 で あ り,

簡 単 な部 分か ら逐 次経 験 を重 ね,研 究 を続 け る必要 が あ る。

　 人 工知 能 の研 究 に は始 ん どLISPが 使 わ れ てい る こ とか ら もわ か る よ うに,制 御 の 流 れ に着

目 した記 述 を行 な う従 来 の ノ イ マ ン形 プ ・グ ラ ミング言 語 では 問題 解決 を 目指す ジ ョ ブの プ ログ

ラ ムは書 きに くい。 この た め非 手 続 き形 言 語 とかLISPの よ う な関数 形 言 語 が 提 唱 され,こ の
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こ とが コン ピュー タの構 成 に も反映 し,デ ー タ フ ロー コ ン ピュー タ な どの 提案 につ なが って きた。

　 人 工知 能 の研 究 で 得 られ た成 果 を今 後 の コ ン ピュー タ技 術 に反 映 す るた め に は,LISPな ど

の よ うな関数 形 言 語 の高 速 処 理 を可 能 とす る コン ピュー タ の開 発 をす す め,よ り多 くの 人 々が 気

軽 に この 方面 の研究 ・経 験 を積 み 重 ね て次 第 に実 用化 に近 づ け る 必要 が あ る。

　 LISPマ シ ンの開 発,要 求 駆 動 形 及 び デー タ駆 動 形 デ ー タ フ ロー マ シ ンの研 究 ・開発 な どが,

デー タベ ー ス マ シ ンの研 究 ・開発 と共 に知 的 シス テ ム実現 の た め に 当面 必要 な研 究 課題 で あ る。

　 知的 シス テ ムの具 体 的 応用 と して は各 種 の質 問一 応 答 シス テ ムの 実現,機 械 翻 訳 な ど 自然 言 語

処 理 に 関連 した課 題,リ モー トセ ン サ,医 学 応 用 な どに そ の萌 芽 の 見 られ る画 像 処 理 に 関 す る課

題 な ど簡 単 に は書 きつ くせ ない 程 広 大 な情 報 処 理 分野 が ひ か え て い る。

　 ここで は 自然 言語 処 理 を例 に あげ て少 し述 べ て み る。 言 語 理 解 シス テ ムと一 口にい っ て も理 解

の程 度 に は い ろい ろ な レ ベ ルが 考 え られ る。 シ ス テ ムが 自然 言 語 で命 令 さ れ た 時,そ の命 令 に答

え て何 か を実 行 す るに は,そ の命 令 の意 味 を可成 り深 く理 解 して い る必 要 が あ る。 意 味理 解 に も

い ろ い ろ な定義 が あ ろ うが,人 間 が期 待 す る通 りに 応 答 した り,行 動 す る こ とが理 解 と定 義す る

こ と もで きる。 一 般 のQ-Aシ ス テ ムは対 象 とす る世 界 を制 限す る こ とに よ って,ま た理 解 し易

い 対 象 を取 り上 げ る こ とに よ って,こ の 困 難 さ を い く らか で も緩 和 して い るが,こ の場 合 の意 味

理 解 は 可成 り奥 の深 い もの に な る。 これ に 対 して機 械翻 訳 な ど を考 え る と,意 味論 の レ ベ ル では

単 語 間 あ るいは 熟語 間 の変換 が 主 要 な理 解 レ ベル で あ って 、単 語 の 持 つ 更 に細 部 の 意味 に ま で立

入 る必 要 は 少 な い。 そ れ以 上 は 翻 訳 の 限 界 と して 人手 に よ る場 合 で も放 棄 す る のが普 通 で あ る。

通 訳 の問 題 を考 え る と,た とえ そ の訳 が 不 十分 であ っ て も聞 き直す とか,相 手 の答 に よっ て 間違

い に気 づ き,言 い直 す とか に よって 修 正 が 可能 で ある。 こ の よ う な こ とは 同一 言 語 に よる 日常会

話 で も よ く経 験 して い る こ とで あ る。

　 この一よ うに考 えて くる と,今 日既 に一 部 で実用 され て い るComputer　 Aided　 Translation

の 研 究 を すす めComputer　 Aided　 Interpreter==　 Mechanical　 Interpreterを 経 て,

Mechanical　 Translationに 至 る プ ロ ジェ ク トを推 進 す る こ とは知 的 シス テ ム実 現 の 実験 台

と して も役 立 ち,一 方,通 訳 機,翻 訳 機 の実 現 は 我 が 国 の各 方 面 の 国 際化 の促 進 に大 き な貢 献 を

す る もの と期 待 で きる。 通 訳 機 を実 現 す るた め には,音 声理 解,応 答 速 度 な どが 当面 の研 究 課題

と して あ るが,十 分解 決 可 能な 課 題 とい.え る。

　 日本 語 処理 の 問題 は事務 の機 械 化 の 中 心 課題 と して 今 後 益 々重 要 性 を増 す もの と思 わ れ る。 当

面 文 書 編 集 な どが 中心 で あ るが,技 術 が 高 度 化 し,応 用 分 野 が 拡 大 す る に伴 って,そ の背 後 に あ

る シス テ ムの 意味 理 解 を よ り深 い もの にす る必 要 が あ る。 こ の分 野 の機 械 化 は文法 も含 め た 日本 ζ・

語 自体 の あ り方 に大 きな影 響 を 及 ぼ す可 能 性 が あ り,い ろ い ろ な角 度 か らの 幅広 い研 究 を行 な っ

て お く必要 が あ る。
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ろ.5　 デ ー タ ベ ー スを 中 心 と した 巨 大 情報 シ ステ ムの 実現

　 計 算機 網 の発 達 ば;'計 算 機 技術 を通 信 技術 の 融合 に よっ て実 現 し,今 後 目覚 ま しい発 展 を遂 げ

る もの と期 待 さ れ て い る。 分散 処 理 シス テ ムが地 域 的 な広 が り を持 っ た各 種 組識 に 自然 な形 で デ

ー タ処理 シス テ ム を導 入 す る こ とを可 能 と した こ との評 価 は 高 い
。

　 計 算 機網 が 当 初 目標 と した三 種 の リソー スの共 有 の うち,ソ フ ト ウエアの 共 有 はPortabi-

lityの あ る言語 の 開発 に よっ て可 成bの 程 度 肩 がわ りで き,ハ ー ドウェア の 共有 は特 殊 な大 規 模

ハ ー ドウエ アに つ い て は 今後 も必要 で あ ろ うが,LSIの 導 入 に よっ て大 幅 な価格 低 下 が 期 待 さ

れ て お り,必 要範 囲は 狭 ま る もの と考 え られ る。 しか しなが らデ ー タの 共 有 に つ い ては,固 定 的

な デ ー タは ビデ オ デ ィス ク技 術 な ど で代 用 で きる と して も,変 化 す る情 報 を蓄 積 ・管 理 し,ユ ー

ザ の要求 に応 じて 提供 す る こ とは 計 算機 網 に頼 らざ るを得 ない。

　 一 方,情 報 産 業 を考 え る と,近 年 ま で の コ ン ピュー タ利用 は情 報 の 処理 に 中心 が あ っ た が,情

報 を蓄積 ・管 理 し,要 求 に応 じて 最 新 の正 確 な情 報 を提 供す る こ との重 要 性 は大 きい。 社 会 が複

雑 化 し高 度化 す る につ れ,情 報 の重 要 性 は増 し,こ れ が整 理 され 必 要 に応 じて提 供 され る ～二との

価 値 は大 きい。

　 この よ うな情 報 デー タの 管理 に は 人手 も要 し,集 中管理 さ れ る と との利 点 は大 きい。 しか し一

方 で は,値 入 のPrivacy保 護 の 問題 が あb,悪 用 され たb,誤 っ た情 報 が流 され る場 合 の弊 害

も計 り知 れ ない ものが あ る。 ～二の た めSecurity ,　lntegrityの 問 題 につ いて は研 究 を更 に重 ね,

安 心 して使 え る シス テ ムづ くりに い ろ い ろ な面 か ら努 力す る 必要 が あ る。

　 情 報 の 世 界 的 な流通 が 円滑 に ゆ くた め には計 算 機網 が相 互 に 接 続 さ れ,自 由に使 え る よ うにす

る た めの プ ロ トコルの標 準化 が必 要 で あ る。 現 在ISO/TC97/SC16で この仕 事 が 始 め

られ たが,未 知 の 分野 も多 く,標 準 化 に 先立 っ て研 究 を必 要 とす る事 項 も多 い。

　 衛 星通 信 を利 用 した計 算 機 網 は世 界 の 各地 を殆 ん ど等 距 離 に お くこ とに な り,情 報 社 会 の 国 際

化 を推進 す る上 で の効 果 は大 きい。 我 が 国 が文 化 史 的 に見 て僻 地 に甘 ん じてい た こ とを考 え る と,

我 が 国 が世 界 に 対 して貢 献 したい典 型 的 な技術 で ある。

　 計 算機 網 を普 及 させ る た め には 分 散 デー タベー スの確 立 な ど今 後 に 残 され て い る多 くの 課題 が

あ る。 通 信 コス トや巨 大 シス テ ムに 伴 うオ ー バ ヘ ッ ドを克 服 し,個 別 シス テ ムに打 ち克 って 普 及

させ る こ とは決 して容 易 な道 では ない。 通 信政 策 の あ り方 な ど も大 き く影響 して くる こ とと思 わ

れ る。 企 業 な どの組 織 を考 えた 時,同 じよ うな構 成 で作 りあ げ られ る分 散 処理 シス テ ムは 自然 な

発 展 形態 と考 え られ る の で,是 非 と も実 現 した い 技術 であ る。

　 情 報 シス テ ムに格 納 す べ き情 報 の 提供 と,そ の維 持 ・管理 は非 常 に重 要 な業 務 で あ る。 国 際的

な情報 シス テ ムを考 え る と,各 国 が 分担 して情 報 の管理 を行 ない 相互 に 利用 す る こ とが,文 化 面

に お け る将 来 の国 際 協 力 の中 で重 要 な部分 を 占め る もの と予 想 さ れ,我 が 国 の協 力体 制 に つ い て

研 究 す る必 要 が あ ろ う。
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　 デ ー タベー ス の管 理 に は連想 処理,推 論 機 能 な どが要 求 され,専 門 の マ シ ンの研 究 が活 発 に進

め られ てい る。 デエ タ ベー ス マ シ ンは 情 報 シス テ ムの 中 心的 役 割 を果 し・ この 部 分 の処 理 効 率 は

シ ス テ ム全 体 の 性能 に 大 き な影 響 を及 ぼ す。 本 格 的 な デー タベー ス マ シン を 目標 に今 後 研 究 を深

め る 必要 が あ る。

5.6　 巨 大 計 算 の で き る シ ミュ レ ー タ向 き ス ーパ ー コン ピ ュ ー タの 実 現

　科 学 技 術 計 算 には 偏 微 分 方程 式 を初 め と して超 高 速 の 演算 能 力 を 必要 とす る多 くの問題 が あ る。

偏 微 分 方程 式 が 自然現 象の 数 学 モデ ル と して多 く用 い られ る よ うに,模 型 実 験 な どに 頼 って いた

多 くの研 究手 法 は コン ピュー タに よる シ ミュ レー タで経 済 的 に置 き換 え られ る場 合 が 多 くなっ て

きて い る。

　 従 来 の コ ンピ ュー タ技 術 は 基 本 論 理 素子 の 高速 化 に よる性 能 向上 に主 と して依 存 で きた。 並列

化 に よる高 性 能化 の 試 み もIlliacIVに 見 られ る よ うに試 験 的 に試 み られ た が,(1)高 価 で ある

こ と,(2)予 期 した程 の並 列性 が性 能 上 か らは 達成 で き なか っ た こ と,(3)並 列 性 を プ ログ ラムで指

定 す る こ とが 困 難 で あ った こ と な どの理 由 か ら本 格 的 な実用 に結 びつ か なか った。 大 き な配 列 の

処 理 に は パ イプ ライ ン処理 を用 い た ア レ ー プ ・セ ッサが 開発 され,こ れ は 商 用 機 に もな った が,

近 年 まで 高価 な ため,特 殊 な用 途 に用 い られ る段 階 に と どまっ て い た。

　 しか し,近 年 のLSIの 発達 は ハー ドウエ ア の大 幅 な価 格 低 下 を もた ら し,特 に同 一 品種 のL

SIの 大 量利 用 は 今 日のLSI技 術 の特 徴 を最 も うま く利 用 す る こ とに な る の で,第 一 の問題 点

で あ る価 格 の問 題 は 大幅 に解 消 した。 ま た デー タ フ ロー言 語 の 提 案 に よっ て並 列 度 を最 大 限 に と

b出 す こ との で きる プ ログ ラ ム記 述法 に光 明 が現 わ れ た。2番 目 の並 列 度 の効 率 的 な利 用 もデー

タ フ ロー マ シンの実 現 に よっ て大 幅 に 向上 す る こ とが期 待 で きる し,一 方 で は ハー ドウエ ア の価

格 が 低下 した た め効 率 の問 題 を前 ほ ど気 に しな くて も よ くなった。

　 超 高 性能機 の 価格 低 下 に よっ て従 来 実験 に頼 っ てい た 研 究 ・開発 ・設 計 業 務 の 可 成 りの 部 分 を

シ ミュ レー タに置 き換 え る こ とがで きる こ とに な るo設 計 法 な どで は よb詳 細 な設 計 が で きたb,

設 計 誤 りを シ ミュ レー シ ョンに よ り事 前 に発 見 で きる な ど,設 計 の 質 の 向上 に伴 う工 学 の 進 歩 が

各 分 野 で期待 で きるた め,コ ン ピュー タ産 業 の立 場 か らみ て も大 き な応 用 分 野 に成 長 す る可 能 性

が あ る。

　 デー タ フ ロー マ シ ンは原 理 的 に は 並列 度 を十 分 に 引 き出す こ とが で きる の で,偏 微 分 方程 式 の

よ うに並 列 度 が高 い用 途 に対 して威 力 を 発揮 す る こ とが期 待 され て い る。 ハー ドウエ ア と して実

現 す るた めに は,演 算 装置 へ 割 当て る際 の オー バヘ ッ ドを如何 に して少 な くす る か な ど,研 究 を

通 して 解決 して ゆ か ねば な らぬ 多 くの 課 題 をか か え てい る。 演 算 単 位 を小 さ くす る と(例 え ば機

械 語 レ ベ ル)オ ー バ ヘ ッ ドの解 消 が困 難 に な る し,逆 に 演 算 単位 を 大 き く選 ぶ と(例 え ば プ ロシ

ー ジャ レ ベ ル)オ ー バヘ ッ ドは 相対 的 に小 さ く なる が並 列 度 を十 分 引 出す こ とが で き ない とい っ
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た問題 が起 こ る。

　 デー タ フ ロー マ シ ンが威 力 を発 揮 す る分 野 の あ る こ とは 明 らか で あ るが,そ の適 用 範 囲 の大 き

さに つ い ては 今 後 の研 究 に待 つ 必要 が あろ う。 例え ば論理 装 置 の シ ミュ レー タの よ う に網 構 造 の

もの の シ ミュ レー シ ョン な どに は デ ー タ フ ロー マ シ ンが適 して い るが,画 像 の画 素 を逐 次 処理 す

る ような場 合 に は パ イ プ ライ ン処 理 の ア レー プ ロセ ッサ の 方 が適 してい る。

●

5.7　 研 究 開 発 要 素 と 研 究体 制

　前 節 まで に論 じた第 五 世 代 コ ンピュ ー タの イ メー ジを実 現 す るた め に研 究 ・開発 す る必 要 の あ

る要 素 を 列挙 す る と次 の よ うに なる。

　 (1)　 デー タ フ ロー ・マ シ ン

　 　　高 度 の並 列 性 を 引 き 出す こと の で きる構 成 方 式 と して研 究 す る必 要 が あ る と共 に,関 数形

　 　言語 に適 した アー キ テ ク チ ャ と して推論 機 構 の実 現,ソ フ トウエア危 機 で問題 に な っ てい る

　 　幾 つ か の 問題 点 の 解 決 に も役立 つ もの と期 待 され て い る。 デー タ駆 動 形,要 求 駆 動 形 な どの

　 　別,演 算 レ ベ ルに よ る分類 な ど対 象 も多岐 に わ た り,研 究 を要す る未 解 決 の問題 が 山積 み し

　 　て い るo

　(2)高 性 能 マ シン

　 　　 1000MFLOPSと い っ た高 速演 算 を行 な え る マ シ ンの アー キ テ ク チ ャ を研 究 す る。

　 　前 述 の デー タ ベー ス マ シ ンもそ の 一 つ の候 補 で あ る が,パ イプ ライ ン制 御 方 式,SIMD方

　 　式 な ど の構 成 法 も用 途 を限 った 場合 に は 有効 と考 え られ,い ろ い ろ な並 列 処理 方 式 の 比較 研

　 　究 を行 な うと共 に 、 実装 法 につ いて も具 体 的 に研 究 す る必要 が あ る。GaAsやJJの よ うな

　 　新 素 子 に つ い て も基 礎研 究 を行 な う必 要 が あ る。

　 (3)　 デー タ ベ ー ス ・マ シ ン

　 　　今 日最 も広 い 分 野 か ら求 め られ てい る専 用 プ ロセ ッサ は,通 信 プ ロセ ッサ と デ ー タ ベ ー

　 　 ス ・マ シ ンで あ る。 前 者 は 既 に実 用化 が定 着 し,要 求 の拡 大 と共 に進 歩 発 展 す る こ とに余 り

　 　不 安 は な い。 これ に対 して デ ー タ ベ ー ス ・マ シ ンは検 索 に対 す る効 率 よい処 理 に 尚 不安 が

　 　 あ り,い ろい ろ な方 式 が 提 案 さ れ て い るが,本 格 的 な実 用化 に結 びつ く段 階 に 達 して い ない。

　 　連 想 処理 プ ロセ ッサ,推 論機 械 な ど もデ ー タベ ー ス ・マ シ ンに密 接 な関係 が あ り ・実用 面

　 　 と基 礎理 論 の 融 合 を考 え なが ら研 究 を進 める 必 要 が あ る。 磁 気 バ ブル 記憶 な ど論 理 と記憶 の

　 　一 体 化 が可 能 な記 憶 方 式 につ い て も研 究 す る必要 が あ る。

　 　　 個 人 の プ ラ イバ シーの 問題 など一 歩 誤 る と,コ ン ピュー タに対 す る不 信感 を生 む 恐 れ が あ

　 　 る。Securityの 問 題 は早 期 に 十 分研 究 してtsく 必 要 が あ る。

　 (4)機 能 分 散 シス テ ム

　 　　 各 種 の専 用 プ ロ セ ッサ を開 発 し,こ れ らを 目的 に応 じて組 合 せ て シス テ ムを構 成 す る方 式
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　 を機 能 分散 シス テ ム と呼ぶ。 多様 化 す る応 用 分 野 に適 した シス テ ムを提 供 す る融通 性 の あ る シ

　 ス テ ム構 成 法 と考 え られ,LSI化 に も向 い た方 式 と して実 用 化 研 究 を一 層進 め る必 要 が あ る。

　 　 専 用 プ ロセ ッサ と して は高 級言 語 プ ロセ ッ サ,通 信制 御 プ ロ セ ッサ,デ ー タ ベ ー ス ・マ シ

　 ン,連 想 プ ロセ ッサ,パ ター ン処 理 プ ロセ ッサ,記 憶 階 層制 御 プ ロセ ッサ な どい ろ い ろ な もの

　 を フ7ー ム ウエ ア,ハ ー ドウエ アの両 面 か ら研 究 す る必要 が あ る。

　 　 ま た プ ロ セ ッサ間 の 接続 方 式 な ど総 合 シス テ ムの 構 成法 に つ い て の研 究 も重 要 で あ る。

(5)奴 隷 ロボ ッ トシス テ ム

　 　 自然 に使 え る シス テ ム実現 に重 要 な セ ンサ を 中心 と した生 物 の よ うな理 想 的 計測 ・制 御機 能

　 を備 え た ロボ ッ トを研 究 して,マ ン ・マ シ ンの イ ンタ フェー ス に使 う必 要 が あ る。 各種 の セ ン

　 サの研 究 と共 に表 示 装置 や運 動 機構 の 研 究 も行 な う必 要 が ある。

(6)網 アー キテ ク チ ャ

　 　 国 際 的 な情 報 シス テ ムを実 現 す るた め には,諸 外 国 と協 力 し なが ら,優 れ た特 性 を持 ち,十

　 分汎 用 性 もあ る網 ア ー キ テ クチ ャを 決 め るた め の幅 広 い研 究 を行 な う必 要 が あ る。 この 面 で は

　 国 際協 力 が特 に重 要 で あ るo

(7)　 VLSI-CADシ ス テ ム

　 　 VLSIを コ ン ピュー タ技 術 に生 か す た めに は,VLSIの 諸 性 質 を考 え,今 後 の コ ン ビ=

　 一 夕技 術 を見 通 したCADシ ス テ ム を実 現 す る ～二とが不 可避 で あ る。 この た め階 層 方 式 のCA

　 Dシ ス テ ムな どの研 究 を行 な う必 要 が あ る。

　 　 この よ うな研 究 は コ ン ピュー タ以 外 の諸 工 業 に お け る一貫 性 の あるCAD/CAMシ ス テ ム

　 の 実現,更 に は要 求 仕 様 段階 か ら生 産 段 階 に至 る全 般 のComputer　 Aided　 Engineeringの

　 研 究 に も役 立 つ もの となる。

(8)人 工 知能 の研 究,知 識 工学,自 然 言 語 処 理,推 論 機 構,学 習 機構 な ど人 工知 能 の研 究 を本 格

　 的 に行 な う必要 が あ る。 この ため には,こ れ ま で の理 論 中心 の基 礎 研 究 だ け で な く大 量 の デー

　 タ を駆 使 し,効 率 も考 慮 した本 格 的 な実 用 研 究 を併 行 して 進 め る 必要 が あ る。

　 　 基 礎 研 究 と実 用 研 究 は 両 者 が併 行 し て進 め られ ては じめ て相 互 に刺 激 を与 え,人 工 知 能 の研

　 究 と実 用 化 が軌 道 に乗 る こ とに な る。

⑨ 　 ソ フ トウエ ア工 学 の研 究

　 　 今 日,コ ン ピュー タ産 業 が悩 ん でい る 問題 は ソ フ トウエ アの 生 産 性 の 問題 で あ る。 ソ フ トウ

　 エ アに つ い て は生 産 が先 行 し,基 礎 研 究 が殆 ん ど行 なわれ てい なか った が,近 年 ソフ トウエ ア

　 工 学 とい う形 で徐 々に体 制 が整 備 さ れ よ うと して い る。 同一 目的 の ソ フ トウエ アを様 々 な言語

　 を用い,い ろいろな方式 で作 製 し比 較 す る な ど実 験 的研 究 を含 め,各 種 の本 格 的 な研 究 を行 な う

　 必 要 が あ る。

　 　 また 生 産 性 向上 の た め の支援 シス テ ムの研 究 を我 が 国 の場 合,日 本 語 の 問題 も含 め て研 究 す
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　 る必 要 が あ る。

(10　 情 報 シス テ ざ設 計 技術

　 　 従来 の シス テ ム設計 に お い て は ハ ー ドウエ アを適 当 に決 め,仕 様 と の ギャ ッ プを埋 め る も.

　 の と して ソ フ トウエ アを作 成 す る とい うのが基 本 的 な考 え で あっ た。 後 に な っ て ハ ー ドウエ

　 アの 性能 不 足 が 明 らか に なる と,プ ・セ ッサの大 型 化,記 憶 容 量 の増 強 な どに よ っ て補 正 し

　 て きた。 しか し本 格 的 な シス テ ム設 計 技術 と しては,ユ ー ザ要 求 仕 様 が決 ま る と,ど こ まで

　 を ソ フ トウエ アが分 担 し,ど こか らを ファー ム ウエ アで分 担 し更 に,ど こか らを 八 一 ドウエ

　 アで 分担 す るか のtrade　 offを 検 討 して合 理 的 な シス テ ム作bを 行 な う ソ フ トウエ ア/フ

　 アー ム ウ エ ア/ハ ー ドウエ ア を一 体 化 した シス テ ム設計 技 術 を研 究 し,こ の 方式 を確立 す る

　 必 要 が あ る。 この 方 式 の 確 立 が ソ フ トウエアの 役 割 を正 当 に評 価 す る こ とに つ なが り,ソ フ

　 トウ エ ア危 機 を 解 消 す る こ とに な る。

●

　 上 述 の よ うな研 究 課題 と プ ロジ ェク トの 関係 を表示 す る と表3.1の よ うにな り,い ず れ も相互 に

深 い 関係 の あ る こ とが わ か るo

　 この よ うに解 決 をせ ま られて い る重 要 な研 究課 題 が 山積 み して い る状 況 に おい て,各 社 の限 ら

れ た優 れ た 技 術 者 が個 別 に研 究 に たず さわ った の で は重複 研 究 が多 くな る一 方,重 要 な研 究 で手

抜 きに な る部 分 が増 え る。 この た め 広 い 視 野 か らの研 究 の効 率 的 運 用 をは か るた めの 組 織 作 りを

行 な う必 要 が あ ろ う。 研 究 に は コ ン ピュー タ技術 の基 本 に 関係 す る比較 的 基 礎 的 な 研 究 と,実 用

シ ス テ ム を 作 りあ げ る ことに よ って 初 めて 実行 可 能 な比 較的 応 用 的な 研 究 と が あ る。

　 前 者 に つ い ては 長 期 的 視野 に 立 っ て優 秀 な研 究 者 を投 入 す る必要 が ある。 個 々の企 業 で は 目前

の 仕 事 に 追 われ,手 薄 に な りが ちで あ るか ら,将 来 性 の あ る優 秀 な若 手 技術 者 を企 業 か らみ れ ば

教 育 の 目的 を兼 ね て派 遣 し,こ れ に 国立 研 究 所,大 学 等の この 方面 の研 究 者 を加 え た研 究 体制 を

作 る こ とが 望 ま しいo

　 後 者 に つ い ては 企業 側 の一 方 的 な 開発 努 力 では独 善 的 に な り易 い の で,ユ ー ザの協 力 が求 め ら

れ る体 制 を確 立 し,ユ ー ザ側 が最 終 的 には 実 用 試験 をす る こ と を前提 に して研 究 開発 を進 め る必

要 が あ る。 こ の場 合,完 成 した シス テ ムのKnow　 howは メー カ と ユー ザの 双 方 の共 同所 有 と なる

とい っ た 配慮 も必 要 で あ ろ う。

　 いず れ に して も,期 間 を も うけた プ ロ ジェ ク トに官 庁,大 学,企 業 か ら技 術 者 が 出 向 して従事

す る方 式 を と り,こ の よ うな プ ロジ ェ ク トの集 ま りが主体 と なる研 究 体 制 を作 る こ とが望 ま しい。

プ ロジ ェ ク トの 期 間 と して は4～8年 位 が 適 当 で あb,余b期 間 の短 い もの で は成 果 の予 測 が 可

能 な もの に 限 られ るこ とに な り,本 当 の意 味 で の研 究 に な ら ない。

　 ま た余 り長 す ぎる の も種 々の弊害 が考 え られ る の で,プ ・ジエ ク ト目標 を分 割 す る な り,評 価

後 の 再 出発 の 形 式 を と るな り適当 な運 用 方 式 を 決 め る必 要 が あ る。
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表3.1　 プ ロジ ェ ク、トと研 究 課 題 の 関係

1 2　 　　　　　3 4 5

　　　　　　　ζ

　　　　　　　ζ
　 　 　 　 　 　 　 ク
　 　 　 　 　 　 　 ト

研 究 課 題

使

い

易

い

シ

ス

テ

ム

非　　　　コ シ巨
定　　　　ン ミ大
形　　　　ピユ計

萎　 溺
5　　 顯
孝　 　 テる.
ム　　　　　　　　　ノく

竃
ス デ
テ　i
ム　タ

　 拠
　 理
　 を
　 含
　 む

巨 デ
大1
情 タ
報 ベ
シ　1
ス　ス
テ を
ム 中

　 心
　 と
　 し

| た

1. デ ー タ フ ロ ー ・ マ シ ン ◎ ○　　　　 ◎ ◎ △

2. 高 性 能 マ シン ◎ ○　　　　 ◎ ◎ △

3. デ ー タ ベ ー ス ・マ シ ン ◎ ◎　　　　　△ ◎ ◎

4. 機 能 分 散 シス テ ム ◎ ◎　　　　 ○ ◎ ◎

5. 奴 隷 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム ◎ ◎　　　　　△ ◎ △

6. 網 ア ー キ テ ク チ ャ ◎ ◎　　　　　△ ○ ◎

7. VLSI-CADシ ス テ ム ○ ◎　　　　　◎ ◎ ○

8. 人工知能の研究 ◎ ◎　　　　　△ ◎ ◎

9. ソフ トウエア工 学 の研 究 ◎ ◎　　　　　△ ◎ ○

10. 情 報 システム設計技術 △ ◎　　　　　△ ◎ ○

`

◎ 印 は その プ ロジ ェ ク トに お け る中心 的 研 究 要 素

○ 印 は 関係 の 深 い もの

△印 は比 較 的 関 係 の薄 い もの

"

ら
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第4章 　 今 年 度 の 成果 と今 後 の 進 め 方

4.1　 昭 和54年 度 調 査 研 究 の 目 標 と 成 果

　今 年 度 当 初 設 定 した本 調 査 研 究 の 目標(1.2.1参 照)に 対 す る成 果(到 達 度)は,以 下 の通 り

で あ る と思 わ れ る。

　 (1)コ ン ピ ュー タ技 術 の 発 展経 過 、社会 環 境変 化 の過 程 を調 査 し、現 時 点 に おけ る問 題 点 を検

　 　討 した上 で 、今 後 の技 術 進 歩 、社 会 環 境 の変 化 を 予測 し、社 会 シナ リオ 、技 術 シナ リオ を作

　 　成 す る。

　 　 〔成 果 〕 この調 査 研 究 は 、主 に社 会 環 境 条 件研 究 お よび ア ー キテ ク チ ャ研 究 の 両 分 科 会 にお

　 　いて 行 わ れ 、ほ ぼ 予定 通 りの成 果 が 得 られ た。 今 後 も引続 き見 直 しを行 って い く必要 が あ る。

　② 　 知 識 情 報 処理 な ど、 現在 研 究 され て い る基 礎 理 論 が将 来 の コン ピ ユ三 夕技 術 に与 え るイ ン

　 　パ ク トを調査 し、新 概 念 と して導 入 す る場 合 の問 題 点及 び今 後 の研 究 課題 を明確 にす る。

　 　 〔成果 〕基礎 理 論 研 究 分科 会 と して 、知 識情 報 処 理 シス テ ム の実現 が 第5世 代 コ ン ピ ュー タ

　 　の イ メ ー ジで ある との結 論 を得 て お り、 その 実 現 に 必要 な基 礎理 論 の 体 系 化 を試 み つ つ あ る

　 　段 階 で あ る。 今後 は 更 に 掘 りさげ た調 査 研 究 が 必要 で ある。

(3)　 1990年 の 情 報 処 理 シナ リオ を作 成 す る。

　 　 〔成=果 〕同 時並 行 的 に進 行 して い る各 分科 会 に お け る調 査 研 究活 動 の 同期 を と るの が か な り

　 　困難 で あ っ た た め、 社 会環 境 、基 礎 理 論 か らの 要求 条 件 を踏 まえ た ア ー ク テ ク チ ャの イ メ ー

　 　ジ作 成 は 必 ず し も十 分 で あ った とは言 え ない 。従 って1990年 の 情 報 処 理 シナ リオ の総 合

　 　化 に つい ては 、今後 共 十 分 に 検 討 を続 け る必要 が ある。

(4)第5世 代 コン ピ ュー タの イ メー ジ(開 発 目標)を 設 定 す る。

　 　 〔成 果 〕基 礎 理論 及 び ア ー キテ ク チ ャ研 究 の 両 分科 会 の 検討 結 果 と して第5世 代 コ ン ビ ュー

　 　タの イ メー ジが 提示 され て い るoさ らに本委 員 会 にお け る検討 結 果 と して第5世 代 コ ン ピ ユ

　 　一 夕の 具 備 す べ き特 徴 、性 質 と実 現 に 当 って 必要 な今 後 の研 究課 題(開 発 要 素)が 提 示 さ れ

　 　てい る。(第3章 参 照)今 後 は 、各 分 科 会 に よる調 査 研 究結 果 を総 合 的 に分析 し、更 に調査 研

　 　究 を進 め 開発 目標 の 明 確 化 を 図 る こ とが 必要 で あろ う。

4.2　 第2年 度 の 進 め 方

　 本年度の調査研 究活動 の成果 を踏 まえ、第1章 で設定 した初年度 、第2年 度 の 目標 を実現す る

ために、55年 度 は以 下 の 目標 を設 定 し、調 査 研 究活 動 を行 う予 定 で あ る。
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(1)　 55年 度(第2年 目)の 目標

　 ① 社 会 環 境 条件 研 究 分 科 会 、基 礎 理 論研 究分 科 会 か らの要 求 条 件 を踏 まえ 、 ア ー キテ ク チ

　 　 ャ、 シス テ ム設計 技 術 の調 査研 究 を進 め て 、第5世 代 の コ ン ピ ュー タ ●シス テ ムの 目標 像

　 　 を更 に明 確 にす る。

　 ② 第5世 代 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 目標 像 に も とづ き、実 現 す るた め に必 要 な研 究開 発

　 　 課題(開 発要 素)を 具 体 化す る。

　 ③ 研 究 開 発 時期 、 開発 手 順 、 開 発規 模等 研 究 開発 シナ リオ を作 成 し、具 体 的 な開 発計 画 を

　 　 提案 す る。

(2)　 55年 度 の 委 員会 活 動 等

　 上 記 目標 を達 成す るた め に54年 度 に引 続 き本 委 員 会 の もとに3分 科会 を設 げ る。 また 、個

　 別 テ ーマの 調 査 研 究の た め ワ ー キ ン グ ・グル ー プを設 け るほ か 、 外 部機 関 に対 す る委 託調 査

　 研 究 を行 う。

　 55年 度 は 各 分 科会 調 査 研 究 活 動 の 融 合,シ ステム化技術 に関す る調 査研 究 の強 化 に特 に配慮

　 す る予定 で あ る。
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